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はじめに
Microsoft® Online Services では、POP3 メールボックスおよび IMAP4 メールボックスのコンテンツと同様に、ローカルの Microsoft Exchange Server メールボックスのコンテンツを、現在の環境から Microsoft Exchange Online 環境に移行することができます。 移行は、お客様の望む速度で行うことができます。 小規模の組織では、Microsoft Online Services への移行を夜間に、または週末にかけて行うことができます。 大規模な組織や複雑な組織では、通常、長期的な電子メールとディレクトリの共存を確立し、適切な段階を経て管理しながら移行を行うことが好まれます。
現在の環境から Microsoft Online Services への移行を正常に行うには、以下のステップを考慮に入れる必要があります。
· 移行を理解する
· 移行を計画する
· 移行を準備する
· 電子メール共存を確立する
· メールボックスを移行する
· 移行を完了する
現在の環境の規模と複雑性、組織の既存のインターネット接続、お使いの電子メール システムの種類、Active Directory® ディレクトリ サービスの使用の有無などのすべての要因によって、移行のゴールを決めることができます。 場合によっては、これらのステップの一部を省略することができます。 上記のリンクをクリックし、各ステップについて説明しているセクションを参照してください。
移行を理解する
Microsoft Online Services への移行について論じる際は、以下の概念を理解しておく必要があります。
· シンプルな Microsoft Online Services 

· 現在の電子メール ドメインを使用する Microsoft Online Services
· 電子メール共存
· ディレクトリ同期
· メールボックスの移行
· 移行ツール
シンプルな Microsoft Online Services
Microsoft Online Services に登録すると、example.microsoftonline.com のようなドメイン名が割り当てられます。このドメイン名と Microsoft Online Services を使用するのに、既存の電子メール環境と連動するかどうかを試す必要はありません。 これを、シンプルな Microsoft Online Services と呼びます。
現在の電子メール ドメインを使用する Microsoft Online Services
多くの組織は、電子メールの送受信時に使用する登録済みのインターネット ドメイン名を所有しています。 Microsoft Online Services では、お使いのドメイン名を Exchange Online サービスに追加することができます。 お使いの電子メール ドメインを、既存の電子メール環境から移行せずに使用する場合は、Microsoft TechNet の記事「Microsoft Online Services でのドメインの使用について」(http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc742691.aspx) を参照してください。
電子メール共存
既存のローカルの Exchange Server 電子メール環境を使用している場合、Microsoft Online Services の評価版を使用している間はその環境を引き続き使うことができます。 ローカルの Active Directory ディレクトリ サービスから Microsoft Online Services への一方向の同期を確立し、ユーザーのグループとそのメールボックスのコンテンツをローカルの Exchange Server 環境から Exchange Online へ移行することができます。 この段階では、組織のメールボックスには、ローカルの Exchange Server 環境でホストされるものと、Exchange Online でホストされるものがあります。 これは、電子メール共存と呼ばれます。 

ディレクトリ同期
ローカルの Exchange Server 環境と Exchange Online 環境との間に電子メール共存を確立する場合は、ディレクトリ同期が必要となります。 Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールを使用すると、ローカルの Active Directory ディレクトリ サービスから Microsoft Online Services への一方向の同期を行うことができます。
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールを最初に実行した時点で、各ユーザー アカウントと、電子メールが有効な連絡先およびグループすべてのコピーが、組織の Microsoft Online Services ディレクトリに書き込まれます。  ディレクトリ同期では、ローカルの Exchange Server 環境と Exchange Online との間でグローバル アドレス一覧の同期を行うことも可能です。
ユーザー アカウントは、最初に Microsoft Online Services ディレクトリと同期される時点で、無効であるというマークが付けられます。 このアカウントは、電子メールの送受信を行うことができず、また、ライセンス使用の対象にもなりません。 特定のユーザーに Exchange Online メールボックスを割り当てる準備が完了したら、そのユーザーを選択して有効化する必要があります。
重要: 

組織で Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールを使用してローカル ディレクトリを Microsoft Online Services と同期している場合、同期されたすべてのオブジェクト (ユーザー アカウント、および電子メールが有効な連絡先とグループ) は、Microsoft 管理コンソールの Active Directory ユーザーとコンピューター スナップインを使用して、ローカルの Active Directory で編集する必要があります (同期された連絡先とグループを Microsoft Online Services で編集することも可能ですが、Microsoft Online Services で加えた変更はすべて、次にディレクトリ同期が実行された時点で上書きされます)。
メールボックスの移行
Microsoft Online Services には、ローカルの Exchange Server メールボックスのコンテンツを Exchange Online に移行する際に役立つツールが備わっています。 POP3 メールボックスと IMAP4 メールボックスのコンテンツを Exchange Online に移行することもできます。 移行ツールには、Microsoft Online Services 移行コンソールが組み込まれています。このコンソールを使用すると、移行のニーズの大部分に対応できます。 また、移行のスクリプトに使用できる数種類の Windows PowerShell™ コマンドレットも組み込まれています。
ローカルの Exchange Server メールボックスを Exchange Online へ移行する際は、最初に、ローカルの Exchange Server 環境と Exchange Online との間に電子メール共存を確立することをお勧めします。 ただし、電子メール共存を確立せずに、組織のメールボックスのコンテンツを Exchange Online に移行するよう選択することもできます。 通常、簡易電子メール環境を使用している小規模組織や、既存のローカルの Exchange Server 電子メール環境を使用していない組織では、この方法を選択します。 

メールボックスの移行には、基本的に、以下のような 2 種類があります。
· Exchange Server メールボックスの移行
· POP3 または IMAP4 メールボックスの移行
どちらを選択するかは、現在、組織で使用している電子メール システムによって決まります。 

Exchange のメールボックスの移行
Microsoft Online Services では、Exchange Server 2000、Exchange Server 2003、および Exchange Server 2007 のメールボックスの移行を行うことができます。 Exchange Server メールボックスの移行は、ローカルのExchange Server 環境と Exchange Online との間に電子メール共存とディレクトリ同期を確立することで、段階的に行うことができます。 そのうえで、ユーザーの論理グループ単位でメールボックスのコンテンツを移行することができます。 すべてのメールボックスが移行されたら、ローカルの Exchange Server メールボックスを削除し、DNS 管理タスクを実行して組織のすべての電子メールを Exchange Online サービスに配信するように MX レコードを切り替えます。 MX レコードの切り替えの詳細については、「着信メールを再ルーティングする」を参照してください。
簡易電子メール環境を使用している小規模組織の場合は、Microsoft Online Services への移行を夜間に、または週末にかけて行うことができます。 より複雑な電子メール環境を使用している大規模組織では、ユーザーの混乱を防ぐために、長期にわたる移行を計画する必要があります。 詳細については、「移行を計画する」を参照してください。
POP3 または IMAP4 のメールボックスの移行
Microsoft Online Services では、POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスとの共存はサポートされていません。 POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスから移行する場合、その POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスのコンテンツを直接 Exchange Online メールボックスにコピーするための移行ツールを使用できます。 

移行ツール
Microsoft Online Services には、組織で電子メール共存を確立したり、現在の電子メール環境から Microsoft Exchange Online へ移行したりする際に役立つ 2 つのツールが用意されています。 これらのツールを次に示します。
· Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツール
· Microsoft Online Services 移行ツール
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツール
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールは、電子メール共存を確立する際に必要です。 会社で Active Directory ディレクトリ サービスを使用している場合は、このツールを使用して、ユーザー アカウント、電子メールが有効な連絡先、および電子メールが有効なグループをローカルの Active Directory から Microsoft Online Services に定期的に同期することができます。この場合の同期は一方向のみで行われます。
Microsoft Online Services 移行ツール
Microsoft Online Services 移行ツールを使用すると、ローカルの Exchange Server 環境または POP3 サーバーや IMAP4 サーバーから Exchange Online へメールボックスのコンテンツを移行することができます。 これらのツールは、電子メール共存時にローカルの Exchange Server メールボックスから Exchange Online への電子メール転送を設定する際にも使用されます。
移行を計画する
移行を成功させる秘訣は、綿密な計画を立てることです。 計画プロセスでは、最初に、現在の環境を理解します。 少なくとも、以下の事項を考慮する必要があります。
· 電子メール環境のタイプ 

· メールボックス情報
· 電子メール クライアント ソフトウェア
· 電子メール対応アプリケーション 

· 同期されるオブジェクトの数
· ネットワーク帯域幅 

· ヘルプ デスク リソース
· 必要なアクセス許可
· 複雑な環境
このセクションにある質問や用語について不明な点が多い場合は、マイクロソフト認定企業と共同で作業することも可能です。 マイクロソフト認定企業を探すには、Microsoft Pinpoint Web サイト (http://pinpoint.microsoft.com) (英語) の [Find it Fast] 機能を使用してください。
電子メール環境のタイプ
組織が現在使用している電子メール環境のタイプを判別します。 Microsoft Online Services では、ローカルの Exchange Server 環境、POP3 サーバー、および IMAP4 サーバーからメールボックスのコンテンツを移行することができます。 ローカルの Exchange Server 環境で Exchange Server 2000、Exchange Server 2003、または Exchange Server 2007 を実行している場合は、電子メール共存とディレクトリ同期を確立してから、組織のメールボックスのコンテンツを時間をかけて移行することができます。
メールボックス情報
メールボックスの数、メールボックスのサイズ、メールボックスのサイズの増加率を判別します。 この情報は、ネットワーク上の移行トラフィックの影響を評価する際に役に立ちます。 この情報を考慮に入れて、移行をスケジュールする必要があります。 

組織では、メールボックスの最大許容サイズを設定していますか。 この情報は、組織の Exchange Online の容量サイズを定義する際に非常に重要です。 新しい環境では、少なくとも、すべてのユーザーが同じ量またはそれ以上のデータを Exchange Online メールボックスに保管できるようにする必要があります。 特大のメールボックスを使用しているユーザーは、そのメールボックスの一部のコンテンツを、Microsoft Outlook の .PST ファイルなど、なんらかの形式でオフライン記憶域に移動することが必要になる場合があります。
電子メール クライアント ソフトウェア
ユーザーが現在使用している電子メール クライアント アプリケーションは何ですか。 Exchange Online では、Microsoft Office Outlook® 2007 または Outlook Web Access (OWA) が必要です。 ユーザーが Office Outlook や OWA を使い慣れていない場合は、ユーザー トレーニングを計画する必要があります。
電子メール対応アプリケーション 

組織では、電子メール対応アプリケーションを使用していますか。 以下に、電子メール対応アプリケーションの例をいくつか示します。
· 特定の電子メール アドレス宛ての受信電子メールへの自動返信
· 基幹業務アプリケーションによって自動的に生成されるレポート。これは、電子メール アドレスや配布グループに電子メールで送信されます。
組織で電子メール対応アプリケーションを使用している場合は、Microsoft Online Services と連動するようにそのアプリケーションを変更できるかどうかを確認する必要があります。 必要な変更が可能になるまでの間、お使いの電子メール対応アプリケーションをサポートするために、既存の電子メール環境を保持する必要がある場合もあります。
同期されるオブジェクトの数
社内の Active Directory と Microsoft Online Services との間に一方向のディレクトリ同期を確立しようと計画している場合、同期されるオブジェクトはいくつですか。 Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールでは、すべてのユーザー アカウントのほか、電子メールが有効な連絡先とグループも同期します。 組織が所有するオブジェクトが 20,000 を超える場合は、特別な移行プロセスについて、Microsoft Online Services サポートに問い合わせてください。
最初の同期では、ユーザー アカウントのほか、電子メールが有効な連絡先とグループがすべて、ローカルの Active Directory から Microsoft Online Services にコピーされます。 オブジェクトの数と利用可能なネットワーク帯域幅によっては、この最初の同期をピーク時以外の時間に行うようにスケジュールすることが可能です。 その後の (定期的な) 同期では、個々のオブジェクトに加えられた変更だけがコピーされます。通常、この場合に使用される帯域幅は大きくありません。 

ネットワーク帯域幅 

利用できるネットワーク帯域幅は何ですか。 組織で使用しているインターネット接続の種類は何ですか。 Microsoft Online Services を使用すると、インターネット トラフィックが大幅に増加します。 これには、電子メール共存とディレクトリ同期が最も大きく影響しています。ただし、ユーザーを Microsoft Online Services に移行すると、通常はインターネット トラフィックが増加します。
最初の同期でコピーされる、メールが有効なオブジェクトの数がわかっている場合は、下記の表の数値から、最初の同期に要する時間を推定してください。 この情報を使用すると、最初のディレクトリ同期のスケジュールをいつに設定すればよいかを判断できます。
	オブジェクト数
	最初の同期の推定時間

	500
	70 分

	5,000
	120 分


注意: 

実際の同期時間は、組織のインターネット接続の利用可能帯域幅に影響されます。
ヘルプ デスク リソース
ヘルプ デスク リソースを一時的に増やすことを検討しなければならない場合があります。 ユーザーが Microsoft Online Services に慣れてくると、特に電子メール共存の段階や移行の段階で、ユーザーから問い合わせを寄せられることが多々あります。 

必要なアクセス許可
Microsoft Online Services へ移行する場合は、既存の Exchange Server と Active Directory 環境で高レベルのアクセス許可が必要となります。 必要なアクセス許可と前提条件については、「Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールをインストールおよび構成する」および「Microsoft Online Services 移行ツールをインストールする」を参照してください。
複雑な環境
大規模または複雑なネットワークと電子メール環境を使用している組織では、上記の情報を収集する必要があるだけでなく、以下に示す詳細情報を考慮に入れる必要もあります。
· 電子メール システム情報
· ネットワーク情報
· クライアント コンピューター情報
· ユーザー情報
· バックアップと復元の手順
· 追加の質問
組織で、現在の環境の詳細なダイアグラムをまだ用意していない場合は、一式準備することを検討してください。 このプロセスで生み出される結果を十分に理解し、こうしたダイアグラムを使用して複雑な概念をすばやく伝達できるようになれば、移行の計画、およびコンサルタントや Microsoft Online Services サポート担当者との連絡に役立ちます。
電子メール システム情報
組織の電子メール システムがローカルの社内電子メール環境であっても、インターネット電子メールのプロバイダーによって提供されていても、お使いのシステムに関して可能な限り多くの情報を得ることで、移行計画を強化することができます。
· 組織で、現在、社内電子メール環境を使用している場合は、以下の情報を収集すると、Microsoft Online Services への移行を効率的に計画することができます。
· 社内電子メール サーバーの数
· 電子メール サーバーのソフトウェアおよびバージョン
· 電子メール サーバーの場所
· 電子メール サーバーの役割
· 電子メール サーバーの名前
· 組織の電子メールのドメイン名
· お使いの電子メール ドメイン名の登録済み所有権の書類
· 電子メール ドメイン ホスティング組織
· 指定された管理者の連絡先情報
· 組織で、現在、インターネット電子メールのプロバイダーを使用している場合は、以下の情報を収集してください。
· 電子メール ユーザーの数
· 電子メール サービスの種類 (Hosted Exchange Server、POP3、IMAP4、その他)
· 管理用アクセス権の種類 (該当する場合)
· 電子メール ホスティング会社
· 組織の電子メールのドメイン名
· お使いの電子メール ドメイン名の登録済み所有権の書類
· 電子メール ドメイン ホスティング会社
· 指定された管理者およびサポートの連絡先情報
ネットワーク情報
組織内、または組織とインターネットとの間で、ネットワーク トラフィックがどのような流れになっているかを理解する必要があります。 まだダイアグラムがない場合は、お使いのトポロジのダイアグラムを作成して、潜在的な問題が発生する可能性のある場所を容易に突き止められるようにする必要があります。 収集した情報には、以下の内容が含まれている必要があります。
· ローカル エリア ネットワーク (LAN) 構成
· ワイド エリア ネットワーク (WAN) 構成
· インターネット接続の詳細 (接続の種類や利用可能帯域幅など)
· 低帯域幅、長い待機時間、および断続的リンク
· 電子メール ドメイン間のゲートウェイ サーバー
· インターネット ゲートウェイ (Simple Mail Transfer Protocol [SMTP] インとアウト)
· 電子メールおよびネットワーク トラフィックの統計 (入手可能な場合)
· 他のメッセージング アドオン (FAX、ポケットベル、BlackBerry など)
· Active Directory および Exchange Server のレプリケーションのスケジュールと除外/計算式
· ファイアウォールとその制限
· ルーターとその構成
· 外部ドメイン
· 外部 SMTP ドメイン
· 指定されたネットワークおよび電子メールの管理者とサポートの連絡先情報
クライアント コンピューター情報
Microsoft Online Services には、特定のオペレーティング システムとアプリケーションの互換性に関する要件が設定されています。 クライアント コンピューターに Microsoft Online Services との互換性があるかどうかを確認するには、組織のクライアント コンピューターに関して以下の情報を収集し、その情報を「システム要件」のヘルプ トピックと比較します。 

· クライアント コンピューターの場所 

· 組織のコンピューター構成の標準と既知のすべての標準偏差
· クライアント ハードウェア (たとえば、x86、x64 など)
· オペレーティング システムのバージョン、サービス パック レベル、および修正プログラムまたは更新プログラム
· インターネット ブラウザーのバージョンとサービス パック レベル
· 電子メール クライアント
· モバイル デバイスのオペレーティング システムとバージョン
ユーザー情報
以下に示すようなユーザー データは、特に危険性の判別時に有用です。
· ドメインやサーバー単位でのユーザーの一覧表示
· 適用されている電子メールのクォータ
· 指定されたヘルプ デスクの連絡先情報
バックアップと復元の手順
移行の問題が発生したときに運用システムを復元することができれば、環境での混乱を最小限に抑えられます。 適切なバックアップと復元の手順を実行するには、以下の操作を行う必要があります。
· 個々のサーバーごとに、現在のバックアップ スケジュールと検証ポリシーを特定します。
· バックアップ メディアのストレージの場所を指定します。
· 製品メディアのストレージの場所を指定します。
· バックアップを正常に復元できることを確認します。
追加の質問
以下の質問に答えることでも、移行を効率的に行うことが可能になります。
現在のインフラストラクチャに、実装に悪影響を及ぼす可能性のある既知の問題がありますか。
既存の接続に過大な負荷がかかっていないかどうか、適切でないソフトウェア コンポーネントに起因する伝送問題がないかどうか、効果のない、または間違ったメッセージ ルーティングがないかどうかに注意してください。 以下に例を示します。
· メッセージがブリッジヘッド サーバーのキューに入っている場合に、ボトルネックやコネクタの誤動作が発生する可能性があります。
· 配信不能レポート (NDR) は、間違ったメッセージ ルーティングの徴候です。
· メッセージが同じブリッジヘッドを介して何度もルーティングされた場合に、メッセージ ループが作成されます。
サーバーでは何を維持する必要がありますか。
ユーザーを Exchange Online に移行した後は、既存の電子メール環境の一部を維持しなければならない場合があります。
· 組織は、ワークフローへの依存関係、または特定の電子メール サーバーが保持する必要のあるメールイン データべース機能を持っていますか。 

· 電子メールの送信に関与しているすべてのアプリケーションを特定しましたか。また、そのアプリケーションに精通していますか。 どのアプリケーションでメールが送信されるかを理解しておくことは、電子メールの伝送に関する問題の発生を最小限に抑えるうえで重要です。 管理者が、Exchange Server の電子メール システムと、メッセージ フロー全体の一部である他のシステムに精通している場合があるとしても、ほとんどの場合、どのアプリケーションが電子メールを送信しているのか、また、どこで送信しているのかについて、わかりやすく文書化されていません。
· サーバーの償却の開始時、または不可解な電子メール アドレスの問題を解決しようとしている場合に、標準的でない方法でメッセージを送信している不正アプリケーションに関する問題を検出することがあります。 

ユーザーは Microsoft Office Outlook のトレーニングを必要としていますか。
Outlook を使い慣れているユーザーには、Exchange Online への移行方法が容易にわかります。 一方、Outlook を使い慣れていないユーザーは、Outlook からメッセージング機能の包括的なセットが提供されるため、学ぶことばかりが多くなって苦労する場合があります。 このような状況は、適切なユーザー トレーニングを行うことで緩和することができます。
実装に関連したワークロードの増加に関してヘルプ デスクは用意されていますか。
適切に用意されたヘルプ デスクは、組織の移行を成功させる大きな要因になることがあります。
· ユーザーが新しいメッセージング クライアントを使い始めるときは、サポート コールの回数が増えるため、実装の段階では、ヘルプ デスクの担当者に負担がかかる場合があります。 組織の規模に応じて、ヘルプ デスクのスペシャリストを Outlook 関連の問い合わせに専念させ、その人物に対して特別なトレーニングを行う必要が生じることもあります。
· 大規模の組織で生産性を維持するために、ヘルプ デスクの Outlook タスク フォースを多数の専門家で構成する場合もあります。 ヘルプ デスク部署の人員を一時的に増やす必要が生じることもあります。 通常は、移行の完了後数か月以内にコールのレベルが平常に戻るということが前提になっています。
実装の進捗状況に関して、経営管理者、IT 管理者、ヘルプ デスクの担当者、およびユーザーに常に最新情報を提供するにはどのようにすればいいですか。
共存を確立したうえで、時間をかけて移行することにした場合は、組織の全員に移行の進捗状況を十分に通知し続けることが重要になります。 たとえば、ユーザーは、Outlook のトレーニングがいつ行われるか知っておく必要があります。また、IT 管理者、ヘルプ デスクの担当者、および経営管理者は、プロジェクトの進捗状況に関する情報を必要とします。 詳細な連絡プランを作成しておくことをお勧めします。 多くの組織では、移行に関する連絡を容易に取れるようにするために、専用のイントラネット サイトを実装しています。 連絡プランについては、Microsoft Online Services Migration and Coexistence フォーラム (http://social.technet.microsoft.com/forums/ja-jp/onlineservicesmigrationandcoexistence/threads/) を参照してください。
移行を準備する
上記の情報を収集した時点で、組織に適した移行計画の作成が可能な状態になります。 計画には、以下の内容を含める必要があります。
· 既存環境の資料
· クライアント コンピューターの必要な変更に関する計画
· クライアント ソフトウェアの必要な変更に関する計画
· 上記の変更に関連したトレーニングの計画
· 電子メール共存の確立計画 (必要な場合)
· 古い電子メール アプリケーションの処理に関する計画
· 組織のメールボックスのコンテンツを移行する計画
· ユーザーに必要な Exchange Online メールボックスのサイズ
· 1 セッションで移行するメールボックスの数
· 必要となるセッション数
· 移行するユーザーをグループに分ける方法
· 移行全体に要する時間
· 移行の間にユーザーをサポートするための計画
· 管理とトラブルシューティングに関する責任 

計画に関するドキュメントの例については、付録の「計画に関するドキュメントのサンプル」を参照してください。 

電子メール共存を確立する
組織で Exchange Server 2000、Exchange Server 2003、または Exchange Server 2007 を実行している場合は、ローカルの Exchange Server 環境と Microsoft Exchange Online との間に電子メール共存を確立することができます。 電子メール共存を確立すると、Microsoft Online Services の評価中や Microsoft Online Services への移行中に、統合された電子メールを利用できるようになります。 電子メール共存によって、ローカルの Exchange Server 環境内でメールボックスを使用しているユーザーと、Exchange Online メールボックスを使用しているユーザーは、自分たちのメールボックスをどのシステムがホストしているかに関係なく、グローバル アドレス一覧 (GAL) で相互に相手を探したり、電子メールの送受信や電子メールへの返信を行ったりできるようになります。
注意: 

電子メール共存の実装には、ディレクトリ同期が必要です。 詳細については、「ディレクトリ同期をインストールして構成する」を参照してください。
ローカルの Exchange Server 環境と Exchange Online との間に電子メール共存を確立するには、以下のステップが含まれます。
· 組織のドメインを Microsoft Online Services に追加する
· トランスポート層セキュリティ (TLS) を有効にする
· 電子メール トラフィックの流れを確認する
· ディレクトリ同期を有効にする
· Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールをインストールおよび構成する
· ディレクトリ同期を確認する
電子メール共存を有効にする際に必要なステップの多くは、Microsoft Online Services 管理センターの [移行] タブの [電子メールの共存] ページで実行します。 

組織のドメインを Microsoft Online Services に追加する
組織が登録済みのインターネット ドメインを所有している場合に、Exchange Online でそのドメイン宛ての電子メールを送受信するには、以下の操作を行う必要があります。
· ドメインを Microsoft Online Services に追加する
· ドメインの所有権を確認する
ドメインを Microsoft Online Services に追加する
登録済みのインターネット ドメインを所有している場合は、そのドメインを Microsoft Online Services に登録することができます。 ローカルの Exchange Server 環境と Microsoft Online Services との間に電子メール共存を確立し、既に、そのローカルの Exchange Server 環境でそのドメイン宛ての電子メールの送受信を行っている場合は、お使いのドメインを Microsoft Online Services に追加すると、Exchange Online で、そのドメインからメールを送信できるようになります。
ドメインを Microsoft Online に追加するには
お使いの管理者ユーザー名とパスワードで Microsoft Online Services 管理センターにサインインします。
1. Microsoft Online Services で会社の新しいドメイン エントリを作成していない場合は、管理センターのホーム ページの [実行する必要があるタスク] ウィンドウで [電子メールのプライマリ ドメインを設定します] をクリックします。
または
[ユーザー] タブの [ドメイン] ページに移動して、[ドメイン] ウィンドウのタイトル バーにある [新規作成] をクリックします。
2. 新規ドメイン ウィザードの [名前] フィールドに、会社のドメインの名前 (たとえば、contoso.com) を入力します。
3. このドメイン名を使用する電子メール環境が既に存在する場合は、[種類] 領域で [外部の中継] をクリックします。 
または
Microsoft Online Services の電子メール サービスが、このドメイン名を使用する唯一の電子メール環境である場合は、[権限あり] をクリックします。
4. [作成] をクリックし、[確認] ページの上でクリックして、指定したドメイン名とタイプを確認します。
注意:
会社のドメインの所有権を確認しないと、ユーザーを追加することも電子メールを送受信することもできません。 ドメインの確認については、次の「ドメインの所有権を確認する」を参照してください。
ドメインの所有権を確認する
Microsoft Online Services では、最も人気のあるドメイン レジストラーの一部に固有のドメイン確認手順を用意しています。 お使いのドメイン レジストラー用の手順が用意されているかどうかは、Microsoft Online Services フォーラムにアクセスするか、Microsoft Online Services サポートに問い合わせると確認できます。 ただし、このセクションで紹介する手順は、どのドメイン レジストラーにも使用できます。
ドメインの追加と確認は一度行えば十分です。 社内の他の人物が既にそのドメインの追加および確認を行っている場合は、そのことを通知するメッセージが届きます。
注意: 

このセクションで説明する確認プロセスの手順 3a を行うには、ドメイン レジストラーに登録しているドメイン アカウントにアクセスする必要があります。 ドメイン アカウントにアクセスする際、ヘルプが必要になった場合は、ドメイン レジストラーに連絡してください。 
ドメインの所有権を確認するには
5. Microsoft Online Services 管理センターにまだサインインしていない場合は、お使いの管理者ユーザー名とパスワードでサインインします。
6. [ユーザー] タブに移動して、[ドメイン] をクリックし、[ドメイン] ウィンドウ内に表示されている該当ドメインの隣にある [状態] 列の [今すぐ確認] をクリックします。
7. ドメインの確認ウィザードで、新しいエイリアスを作成します。
a. [詳細の確認] ページをよく読み、以下の指示に従って操作します。
b. Web ブラウザーの新規ウィンドウまたはタブを開き、ドメイン レジストラーの Web ポータルにアクセスして、お使いのドメイン アカウントにサインインします  (ドメイン アカウントにアクセスする際、ヘルプが必要になった場合は、ドメイン レジストラーに連絡してください)。
c. Microsoft Online Services の CNAME 情報の最初のドットまでの部分 (C9D882D-8A55-4700-9B0B-4C9C0F10AB12 など) をコピーし、お使いのドメイン アカウントの該当エイリアス (CNAME) の場所にコピーした情報を貼り付けて入力します。
d. Microsoft Online Services の完全修飾ドメイン名 (FQDN) 情報 (mail.contoso.com など) をコピーして、お使いのドメイン アカウントの該当 FQDN または "参照先" の場所にそれを貼り付けて入力します。
8. ドメイン アカウントに加えた変更を保存して、ドメイン レジストラーの Web ポータルからサインアウトします。
9. ドメインの確認ウィザードを閉じて、Microsoft Online Services 管理センターからサインアウトします。 15 分以上待機します。
注意: 

ドメイン アカウントで作成した新規エイリアスがインターネット全体に伝播されるまで、15 分から 72 時間を要します。 この伝播が完了していないうちにドメイン確認プロセスを行うと失敗します。
10. 15 分以上待機してから、再度、お使いの管理者ユーザー名とパスワードで Microsoft Online Services 管理センターにサインインします。
11. [ユーザー] タブに移動して [ドメイン] をクリックし、[ドメイン] ウィンドウ内に表示されている該当ドメインの隣にある [状態] 列の [今すぐ確認] をクリックします。
12. ドメインの確認ウィザードの [確認の詳細] ページにある [確認] をクリックします。
13. ドメインの確認ウィザードの [確認] ページで、ドメインへの接続をテストして、確認が正常に行われたことを確認します。
注意: 

確認に失敗した場合、原因として考えられることは、時間が足りなくて、ドメイン アカウントに加えた変更がインターネット全体に伝播されていないということです。 ドメインの確認ウィザードをキャンセルして、しばらく経ってからもう一度そのドメインの確認を行ってください。 ドメイン アカウントに変更を加えてから 72 時間を超えて経過している場合は、そのドメイン アカウントにログオンし、CNAME 情報を正しく入力しているかどうかを確認してください。 入力した情報が正しくなかった場合は、上記の手順を繰り返して、間違ったエイリアスを削除し、正しい情報で新しいエイリアスを作成してください。
14. ドメインの所有権の確認が成功したら、[閉じる] をクリックして、ドメインの確認ウィザードを終了します。 これで、ドメインは、[Exchange Online] ページの [ドメイン] ウィンドウで "確認済み" として表示されます。
重要
それまで Microsoft Online Services の別の顧客によって所有されていたドメインを追加している場合は、ドメインの確認後に 24 時間待機してからでなければ、新規ドメインにユーザー、連絡先、配布リストを追加することはできません。 それは、前のドメイン所有者がこの情報にアクセスすることを防止するためです。
トランスポート層セキュリティ (TLS) を有効にする
ローカルの Exchange Server 環境と Exchange Online との間に電子メール共存を確立する手順の一環として、ローカル Exchange Server 環境内にトランスポート セキュリティ層 (TLS) の送受信機能を実装することをお勧めします。 お勧めする理由は、Exchange Online との共存時に、前に組織内で送受信された電子メールがインターネットを介して伝送されるようになるため、このようなオープンな環境では、特別な手段でセキュリティを講じる必要が生じるからです。. 

本書では、Exchange Server 2000 と Exchange Server 2003 での電子メール トラフィックをセキュリティ保護する方法について説明します。ローカルの Exchange Server 環境で Exchange Server 2007 を使用している場合は、Exchange Server に関するドキュメントを参照してください。 TLS の詳細については、Microsoft TechNet の記事「What is TLS/SSL?」 (http://technet2.microsoft.com/windowsserver/en/library/ed5ae700-e05e-45ef-b536-45795dbb99a21033.mspx?mfr=true) (英語) を参照してください。
注意:
TLS で電子メール トラフィックをセキュリティ保護する場合は、公認の証明機関 (CA) から付与された証明書が必要です。
ローカルの Exchange Server 環境内に TLS を実装する場合に必要な手順には、以下のステップが含まれます。
· 証明書をインストールする Exchange Server を特定する 

· 証明書要求を生成する
· 証明書を取得する
· 証明書をインストールする
· Simple Mail Transfer Protocol (SMTP) コネクタを作成する
· TLS を構成する
証明書をインストールする Exchange Server を特定する
TLS は、ローカルの Exchange Server 環境のブリッジヘッド サーバー上で有効にする必要があります。 ブリッジヘッド サーバーとは、組織の電子メールをインターネット経由で送受信する Exchange Server コンピューターのことです。 ブリッジヘッド サーバーと Exchange Server のメッセージ ルーティングについては、Microsoft TechNet の記事「Exchange Server 2003 のメッセージ ルーティング トポロジ」(http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/aa996358(EXCHG.65).aspx) を参照してください。
インターネット経由で電子メールを送信するブリッジヘッド サーバーと受信するブリッジヘッド サーバーが別々の場合は、Exchange Server を実行している SMTP サーバーごとに、証明書を取得してインストールする必要があります。ただし、インターネットへの電子メールの送信に使用されているサーバーの場合にのみ、コネクタを設定して TLS を有効にする必要があります。
重要: 

インターネットとの間で電子メールの送受信を行うのに、Exchange Server 環境が外部中継サーバーに依存している場合は、TLS サポートについて、その外部中継サービスの管理者に問い合わせる必要があります。 TLS が外部サービスで有効になると、セキュリティ保護された電子メールがその中継サーバーと Microsoft Online Services との間を行き来することになります。
サードパーティのブリッジヘッド ソフトウェアまたはサービスを使用している場合は、TLS の構成方法について、その製品のドキュメントを参照してください。
標準の SMTP 仮想サーバーを実行しているローカルの Exchange Server ブリッジヘッド サーバーを使用している場合は、このプロセスを続行してください。
証明書要求を生成する
Exchange システム マネージャーを使用して、お使いのブリッジヘッド サーバー上で証明書要求を生成します。 そのブリッジヘッド サーバーの完全修飾ドメイン名 (FQDN) を指定する必要があります。 詳細については、Microsoft TechNet の記事「TLS の証明書または証明書の要求の作成」(http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/aa998840.aspx) を参照してください。
証明書を取得する
VeriSign、Comodo、および GoDaddyLocate などの公認の証明機関 (CA) を探します。 前のセクションで生成した証明書要求ファイルを送信します。 CA によって、サーバーの証明書が含まれる証明書 (.CER) ファイルが送られます。
重要:
公認の証明機関から発行された証明書を使用する必要があります。 自己署名証明書で TLS を構成することはできません。
証明書をインストールする
Exchange システム マネージャーを使用して、証明書ファイルをインストールします。 CA から受け取った証明書ファイルへのパスを指定する必要があります。 この方法については、Exchange Server に関するドキュメントを参照してください。
Microsoft Online Services への SMTP コネクタを作成する
このステップでは、電子メールを Microsoft Online Services に送信する際に使用される SMTP コネクタを作成します。 SMTP コネクタの作成の詳細については、Microsoft ヘルプとサポートの記事「Exchange 200x で SMTP コネクタを構成する方法」 (http://support.microsoft.com/kb/265293) を参照してください。 

SMTP コネクタを作成するには
1. Exchange システム マネージャーで、[コネクタ] を右クリックし、[新規作成] をポイントして、[SMTP コネクタ] をクリックします。
2. コネクターの名前 (たとえば、MicrosoftOnlineServices) を入力します。
3. [全般] タブで、[このコネクタから次のスマート ホストにすべてのメールを転送する] をクリックして、「mail.global.frontbridge.com」と入力します。
4. [ローカル ブリッジヘッド サーバー] の下にある [追加] をクリックして、お使いのブリッジヘッド Exchange Server サーバーを選択します。
5. [アドレス スペース] タブで、[追加] をクリックし、組織の Microsoft Online Services の電子メール ルーティング ドメイン (たとえば、contoso1.microsoftonline.com) を入力します。
注意:
組織の Microsoft Online Services の電子メール ルーティング ドメインを確認するには、Microsoft Online Services 管理センターにサインインし、[移行] タブを選択して、[電子メールの共存] をクリックします。 ページの右側にドメインが一覧表示されます。
TLS を構成する
証明書がインストールされると、サーバーは TLS 電子メールを受信できるようになります。 ただし、TLS を構成するまでは、TLS 電子メールは送信できません。
TLS を構成するには
1. Exchange システム マネージャーで、[コネクタ] を展開して、前のセクション「Microsoft Online Services への SMTP コネクタを作成する」で作成した MicrosoftOnlineServices コネクタに移動します。
2. このコネクタを右クリックして、[プロパティ] をクリックします。
3. [詳細設定] タブの [送信セキュリティ] をクリックして、[TLS 暗号化] を選択します。
電子メール トラフィックの流れを確認する
ローカルの Exchange Server 環境と Exchange Online との間に電子メールの共存を確立したら、すべてのものが正しく構成されているかどうかを調べるために、電子メール トラフィックの流れを確認する必要があります。 電子メールの共存時の電子メール トラフィックの流れを確認するには、ローカルの Exchange Server メールボックスと Exchange Online メールボックスを少なくとも 1 つずつ用意しておく必要があります。 以下に示す操作手順では、次のことを前提にしています。
· 組織では、contoso.com という電子メール ドメイン名を登録して、現在使用しています。 

· 組織では、Microsoft Online Services への登録時に、Microsoft Online Services のドメイン名 contoso.microsoftonline.com を受け取りました。
· user1@contoso.microsoftonline.com という電子メール アドレスを持つ、Exchange Online テスト ユーザーを作成しました。 

· user2@contoso.com という電子メール アドレスを持つテスト ユーザーをローカル環境の中に作成しました。
電子メール トラフィックの流れを確認するには
1. Microsoft Online Services 管理センターで、組織の技術担当者の有効な電子メール アドレスを入力していることを確認します。
2. Microsoft Outlook Web Access を使用して、Microsoft Online Services に user1@contoso.microsoftonline.com としてログオンします。
3. 電子メール メッセージを user2@contoso.com に送信します。
4. Microsoft Outlook Web Access を使用して、user2 のメールボックスを開き、メッセージが間違いなく届いていることを確認します。
5. user2 のメールボックスから、元のメッセージへの返信を送信します。
6. user1 の Exchange Online のメールボックスで、メッセージが間違いなく届いていることを確認します。
ディレクトリ同期を有効にする
ディレクトリ同期は、Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールをインストールする前に有効にしておく必要があります。 ディレクトリ同期については、「ディレクトリ同期」を参照してください。 

ディレクトリ同期を有効にするには
1. Microsoft Online Services 管理センターにサインインし、[移行] をクリックして、[ディレクトリ同期] をクリックします。
2. [ディレクトリ同期] ページの最初の手順を完了します。
3. [ローカルの Active Directory から Microsoft Online Services への一方向の同期を有効にします。] で、[有効化] をクリックします。
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールをインストールおよび構成する
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールをインストールする前に、お使いのコンピューターがシステム要件を満たしていることと、必要なアクセス許可が与えられていることを確認する必要があります。 このセクションでは、これらの要件を示し、インストールと構成の手順について説明します。
ディレクトリ同期のコンピューター要件
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールをインストールするコンピューターは、以下の要件を満たしている必要があります。
· 最新のサービス パックがインストールされた Windows Server® 2003 オペレーティング システムが実行されていること。
· 同期を計画しているローカルの Active Directory フォレストに参加していること。
· ドメイン コントローラーでないこと。
注意:
Active Directory フォレスト内の他のサーバーでさらに前のバージョンの Windows Server が実行されている場合は、同様に、Windows 2003 Server が実行されているサーバーをそのフォレストに加えることができます。
必要なアクセス許可
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールをインストールするには、以下のアクセス許可が必要です。
· Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールをインストールするユーザーは、このツールのインストール先のコンピューターに対してローカル管理者のアクセス許可が必要です。
· ディレクトリ同期を構成する場合は、Microsoft Online Services を使用する会社に対する管理者のアクセス許可が与えられているアカウントのユーザー名とパスワードを入力する必要があります。 

· ローカルの Active Directory ディレクトリ サービスに対して Enterprise Admin のアクセス許可が与えられているアカウントのユーザー名とパスワードを入力する必要があります。
· Exchange Server 環境内に TLS を実装するには、Exchange Administrator のアクセス許可が必要です。
インストール
インストール プロセスを開始する前に、移行計画を参照し、コンピューター要件が満たされていること、および必要なアクセス許可が付与されていることを確認してください。
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールをインストールするには
1. Microsoft Online Services 管理センターにサインインし、[移行] をクリックして、[ディレクトリ同期] をクリックします。
2. [ディレクトリ同期] ページで、手順 1 と手順 2 を完了して [ダウンロード] をクリックし、表示される指示に従って、インストール ファイルをコンピューターに保存します。
3. 必要に応じて、インストール先のコンピューターにインストール ファイルをコピーし、インストール プログラムを実行します。
注意: 

同期を開始するには、Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールの構成ウィザードを正しく完了する必要があります。 Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールのインストール ウィザードの [完了] ページにある [構成ウィザードを今すぐ開始する] をクリックすると、インストール後にすぐに構成ウィザードを実行することができます。
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールを構成するには
1. Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールのインストール ウィザードでの操作が完了したら、[完了] ページにある [構成ウィザードを今すぐ開始する] をクリックして、[完了] をクリックします。
または
[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をクリックします。次に [Microsoft ディレクトリ同期] をクリックして、[ディレクトリ同期の構成] をクリックします。 
2. Microsoft Online Services ディレクトリ同期の構成ウィザードの [Microsoft Online Services の資格情報] ページで、Microsoft Online Services を使用している会社で管理者のアクセス許可を持っているアカウントのユーザー名とパスワードを入力します。
3. Microsoft Online Services ディレクトリ同期の構成ウィザードの [Active Directory の資格情報] ページで、ローカルの Active Directory ディレクトリ サービスに対して Enterprise Admin のアクセス許可を持っているアカウントのユーザー名とパスワードを入力します。
4. [完了] ページで、[ディレクトリを今すぐ同期] をクリックし、[完了] をクリックします。
重要:
· 入力した Microsoft Online Services の資格情報は、ローカルの Active Directory の情報を Microsoft Online Services ディレクトリ サービスの情報に同期する際に使用されます。 このアカウントに関連付けられたパスワードを変更する場合は、構成ウィザードを再実行して、更新された資格情報を入力する必要があります。
· 入力した Enterprise Admin の資格情報は保存されません。 こうした情報は、MSOL_AD_Sync ディレクトリ同期サービス アカウントを作成する際に使用されます。 このサービス アカウントは、ローカルの Active Directory に加えられた変更を読み取る際に使用されます。
ディレクトリ同期を確認する
ローカルの Active Directory から Microsoft Online Services への一方向のディレクトリ同期を確認する場合は、強制 (手動) 同期と自動同期の両方をテストする必要があります。 Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールでは、ローカルの Active Directory と Microsoft Online Services ディレクトリとの間で 3 時間ごとに一方向の自動同期が実行されるため、この手順を完了するには、最大 3 時間かかる場合があります。 また、ディレクトリの強制同期は、いつでも行うことができます。
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールでは、エントリをイベント ログに書き込みます。 これらのエントリは、同期セッションの開始と終了を示します。 イベント ログを確認する際は、ソースが "Directory Synchronization" のエントリを検索します。 "エクスポートが完了しました" という説明が表示されている、イベント 4 のエントリは、ディレクトリ同期が完了したことを示しています。 また、ディレクトリ同期エラーは、電子メールで、組織の指定技術担当者に送信されます。 

ディレクトリ同期がインストールされると、Microsoft Online Services のメールが有効な同期済みのオブジェクトに対するすべての変更がローカルの Active Directory によって管理されます。 強制同期と自動同期のどちらを確認する場合も、その手順の一環として、ローカルの Active Directory 内のメールが有効なオブジェクトに変更を加え、その変更が Microsoft Online Services と同期されているかどうかを確認します。
ディレクトリ同期の強制実行
場合によっては、ディレクトリ同期をすぐに強制実行する必要が生じます。 このセクションで説明する手順に従って操作すると、このプロセスを確認することができます。 ディレクトリ同期の強制実行については、「ディレクトリ同期を強制実行する」を参照してください。 

ディレクトリ同期の強制実行を確認するには
1. 管理者の資格情報を入力して Microsoft Online Services にサインインします。
2. 組織の技術担当者情報には、技術担当者が監視している有効な電子メール アドレスが表示されていることを確認します。
3. ローカルの Active Directory から Microsoft Online Services 管理センターへ同期されるユーザー アカウントのアドレス プロパティを確認します。
4. Microsoft Online Services 管理センターで、そのユーザー アカウントのアドレス プロパティを編集できないことを確認します。
5. [Active Directory ユーザーとコンピューター] を開き、ユーザー アカウント、連絡先、および配布グループを編集するためのアクセス許可が付与されている、ローカルの Active Directory を選択します。
6. 手順 2 で確認したユーザー アカウントのアドレス プロパティの 1 つに、簡単でわかりやすい変更を加えます。
7. Microsoft Online Services ディレクトリ同期の構成ウィザードを開き、そのウィザード ページに必要な情報を入力し、[完了] ページで [ディレクトリを今すぐ同期] をクリックして、[完了] をクリックします。
8. 同期が完了したら、Microsoft Online Services 管理センターでユーザーのアドレス プロパティを表示し、ローカルの Active Directory 内で加えた変更が Microsoft Online Services に同期されていることを確認します。
自動ディレクトリ同期
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールでは、ユーザー アカウントやメールが有効な連絡先とグループに加えられた変更の同期が、ローカルの Active Directory から Microsoft Online Services ディレクトリ サービスの方向に、最初に同期を行った時点から 3 時間ごとに行われます。 

自動ディレクトリ同期を確認するには
1. 管理者の資格情報を入力して Microsoft Online Services にサインインします。
2. 組織の技術担当者情報には、技術担当者が監視している有効な電子メール アドレスが表示されていることを確認します。
3. Microsoft Online Services 管理センターで、ローカルの Active Directory から Microsoft Online Services を使用している組織へ同期が行われる、特定のユーザー アカウント、連絡先、および配布グループのアドレス プロパティを確認します。
4. Microsoft Online Services で、手順 3 で確認した連絡先と配布グループのプロパティを変更します。
5. [Active Directory ユーザーとコンピューター] を開き、ユーザー アカウント、連絡先、および配布グループを編集するためのアクセス許可が付与されている、ローカルの Active Directory を選択します。
6. ローカルの Active Directory で、手順 3 で確認したユーザー アカウントのアドレス プロパティの 1 つに、簡単でわかりやすい変更を加えます。
7. ローカルの Active Directory で、手順 4 で変更した連絡先と配布グループに、簡単でわかりやすい変更を加えます。
8. ディレクトリ同期イベント ログを参照して、いつディレクトリ同期が完了したかを確認します。 これには、最大 3 時間かかることがあります。
9. 同期が完了したら、Microsoft Online Services 管理センターでユーザー、連絡先、および配布リストのプロパティを表示し、ローカルの Active Directory 内で加えた変更が Microsoft Online Services に反映されていることを確認します。
注意: 

この手順では、Microsoft Online Services 内で連絡先と配布グループに加えた変更は、ローカルの Active Directory 内で同じ連絡先と配布グループに加えた変更によって上書きされています。
メールボックスを移行する
ローカルの Exchange Server 2000、Exchange Server 2003、または Exchange Server 2007 の環境から移行する場合は、ローカルの Exchange Server 環境と Exchange Online との間に電子メール共存を確立することをお勧めします。 ローカルの Exchange Server 環境から直接移行することはできますが、通常、この種の移行を行うのは、ユーザー アカウントの数がきわめて少ない組織だけです。
POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスから直接移行することもできます。 これらのメールボックスが、インターネット電子メール ホスティング会社によってホストされている場合は、移行する個々のメールボックスを選択してから、それらのメールボックスのコンテンツを Exchange Online に移行することができます。 ローカルの Exchange Server 2000、Exchange Server 2003、または Exchange Server 2007 上で POP3 メールボックスや IMAP メールボックスがホストされている場合は、電子メール共存を確立してから、これらのメールボックスのコンテンツを Exchange Online に移行できます。
Microsoft Online Services 移行ツールをインストールする
Microsoft Online Services 移行ツールをインストールする前に、オペレーティング システム要件とその他のソフトウェア前提条件を満たしているかどうか、また、必要なアクセス許可を持っているかどうかを確認します。 このセクションでは、これらの要件を示し、インストール プロセスを順を追って説明します。
オペレーティング システム要件
Microsoft Online Services 移行ツールの実行を予定しているコンピューターでは、次のいずれかのオペレーティング システムを実行している必要があります。
· Windows XP (32 ビットまたは 64 ビット、最新のサービス パックによる更新済み)
· Windows Server 2003 (32 ビットまたは 64 ビット、最新のサービス パックによる更新済み)
· Windows Vista®
ソフトウェア前提条件
Microsoft Online Services 移行ツールをインストールするコンピューターは、以下の前提条件を満たしている必要があります。
· Microsoft .NET Framework 2.0
· Microsoft 管理コンソール (MMC) 3.0
· Windows PowerShell 1.0
必要なアクセス許可
Microsoft Online Services 移行ツールをインストールするには、以下のアクセス許可が必要です。
· Microsoft Online Services 移行ツールをインストールするユーザーは、このツールがインストールされるコンピューターに対するローカル管理者のアクセス許可が与えられているユーザー アカウントを使用する必要があります。
· ローカルの Exchange Server 環境から Exchange Online サービスへの移行時は、移行の実行に使用するユーザー アカウントに、ローカルの Exchange Server 環境における Exchange Administrator のアクセス許可が必要です。
· POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスからの移行時は、メールボックスごとに管理者のアクセス許可が必要になることがあります。 詳細については、「インターネット サーバーへのアクセス方法を決める」を参照してください。
移行ツールをインストールする
インストール プロセスを開始する前に、移行計画を参照して、コンピューター要件と前提条件を満たしていること、および必要なアクセス許可が付与されていることを確認してください。
Microsoft Online Services 移行ツールをインストールするには
1. Microsoft Online Services 管理センターにサインインし、[移行] タブをクリックして、[電子メールの移行] ページを選択します。
2. [電子メールの移行] ページで、手順 1 を完了し、移行ツールのインストール先のコンピューターの種類に対応する [ダウンロード] ボタンをクリックし、表示される指示に従ってインストール ファイルをコンピューターに保存します。
3. 必要に応じて、インストール先のコンピューターにインストール ファイルをコピーし、インストール プログラムを実行します。
ローカルの Exchange Server メールボックスを移行する
組織で、ローカルの Exchange Server 2000、Exchange Server 2003、または Exchange Server 2007 の環境を実行している場合は、ローカルの環境と Exchange Online との間に電子メール共存を確立することをお勧めします。 

既に電子メール共存を確立している場合、ローカルの Exchange Server メールボックスから Exchange Online への移行では、以下のステップを実行する必要があります。
· 選択したユーザーを有効化する
· Exchange メールボックスを Microsoft Online Services に移動するウィザードを実行する
ユーザー メールボックスのグループを時間をかけて移行する場合は、ローカルの Exchange Server メールボックスすべての移行が完了するまで、グループごとに上記のステップを繰り返します。 

選択したユーザーを有効化する
Exchange Server メールボックスの電子メールのコンテンツを移行する前に、移行するユーザー アカウントを有効化しておく必要があります。
選択したユーザーを有効化するには
1. Microsoft Online Services 管理センターにサインインし、[ユーザー] タブをクリックして、[ユーザー リスト] ページを選択します。
2. [ビュー] ウィンドウで、[無効なユーザー] をクリックします。
3. [すべてのユーザー] ウィンドウで、1 人以上のユーザーを選択します。
4. [アクション] ウィンドウで、[ユーザーのアクティブ化] をクリックします。
5. [サービスの割り当て] ページで、選択したユーザーに割り当てるサービスを選択します。 選択したユーザーをアクティブ化するには、少なくとも 1 つのサービスを選択する必要があります。
6. [パスワード オプション] ページで、新しくアクティブ化されたユーザー アカウントのパスワードのリストを、電子メール メッセージで他のユーザーに送信するよう選択することができます。 電子メールでパスワードを送信しないことにした場合は、それらのパスワードをコピーして、[確認] ページに貼り付けることができます。 
7. 選択したら、[アクティブ化] をクリックします。
8. [確認] ページで、アクティブ化されたユーザーのリストを確認します。 このページに表示されている一時的なパスワードをコピーして、ドキュメントや電子メール メッセージに貼り付けて配布することができます。 
Exchange メールボックスを Microsoft Online Services に移動するウィザードを実行する
使用可能なメールボックスをユーザーが取り違えないように、ユーザーをアクティブ化したら、できる限り速やかに、Exchange メールボックスを Microsoft Online Services に移動するウィザードを実行する必要があります。 Exchange メールボックスを Microsoft Online Services に移動するウィザードを使用すると、ローカルの Exchange Server メールボックスの現在のコンテンツを Exchange Online に移行することができます。 また、ローカルの Exchange Server メールボックスから Exchange Online メールボックスへの今後のメッセージの電子メール転送も確立できます。 
Exchange メールボックスを Microsoft Online Services に移動するウィザードを実行するには
1. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をクリックします。次に、[Microsoft Online Services 移行ツール] をクリックし、[Microsoft Online Services 移行コンソール] をクリックします。
2. ナビゲーション ウィンドウの [Microsoft Exchange] の下にある [移行の準備が完了したメールボックス] をクリックします。 ユーザー リストには、移行の準備が完了したメールボックスを持つユーザーのうち、最初にアクティブ化された 1000 人のユーザーが表示されます。
3. 移行するメールボックスを持つユーザーを選択し、[選択したメールボックスを Exchange Online に移動する] をクリックして、Exchange メールボックスを Microsoft Online Services に移動するウィザードを起動します。
4. Exchange メールボックスを Microsoft Online Services に移動するウィザードの [メールボックスの移行オプション] ページで、ローカル メールボックスのコンテンツを Exchange Online にコピーするかどうかを選択します。 

注意: 

ローカル メールボックスのコンテンツのコピーを選択した場合は、ローカル メールボックスを削除することもできます。 

5. ローカル メールボックスのコンテンツのコピーを選択した場合は、[メールボックスのコンテンツを選択] ページで、コピーするメールボックスのコンテンツの種類と、コピーするコンテンツの日付範囲を選択します。
6. [メールボックスの確認] ページで、選択したメールボックスのリストを確認したら、[移行] をクリックして、手順 4 と 5 で選択したアクションを実行します。 

7. Exchange メールボックスを Microsoft Online Services に移動するウィザードを完了します。
注意:
Exchange メールボックスを Microsoft Online Services に移動するウィザードでは、まず、指定されたユーザー アカウントに関してメールボックスの最新のコンテンツをコピーします。 元の Exchange Server メールボックスのサイズが、Exchange Online で許容されているサイズより大きい場合、移行プロセスは、Exchange Online メールボックスがいっぱいになった時点で停止します。 ユーザーが Exchange Online メールボックスを使用できるようになるのは、そのメールボックスのコンテンツが十分に削除され、Exchange Online メールボックスのサイズの下限を下回るサイズになってからです。
重要:
Exchange メールボックスを Microsoft Online Services に移動するウィザードが実行されると、次のようなアクションが講じられます。
· 選択したユーザーのローカルの Exchange Server メールボックス宛てに送られる、すべての電子メール メッセージのコピーが、そのユーザーの Exchange Online メールボックスに転送されます。
· Exchange Online から送信された電子メールが、選択したユーザーの Exchange Online メールボックスに配信されます。 選択したユーザーのローカルの Exchange Server メールボックスには配信されません。
ローカルの Exchange Server メールボックスの Microsoft Online Services への移行の詳細については、「電子メールの移行」を参照してください。 

POP3 メールボックスと IMAP4 メールボックスを移行する
組織で、インターネットでホストされている POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスを使用している場合は、Microsoft Online Services 移行ツールを使用して、そのメールボックスのコンテンツを Exchange Online へ移行することができます。 インターネットでホストされている POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスとの電子メール共存を確立することは不可能です。
インターネットでホストされている POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスを Exchange Online へ移行するには、以下のステップを実行する必要があります。
· ユーザー アカウントを作成する
· インターネット サーバーへのアクセス方法を決める
· コンマ区切り値 (CSV) ファイルを作成する
· メールボックスの一覧をインポートする
· インターネット電子メール メールボックスの移行ウィザードを実行する
ユーザー メールボックスのグループを時間をかけて移行する場合は、POP3 メールボックスと IMAP4 メールボックスのすべてを Exchange Online に移行するまで、グループごとに上記のステップを繰り返します。
ユーザー アカウントを作成する
インターネットでホストされている POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスを移行する前に、そのメールボックスのコンテンツの移行先となる Microsoft Online Services ユーザー アカウントを作成しておく必要があります。 
ユーザー アカウントを作成するには
1. Microsoft Online Services 管理センターにサインインし、[ユーザー] タブをクリックして、[アクション] の下にある [新しいユーザー] をクリックします。
2. [ユーザーのプロパティ] ページで、ユーザーの個人情報、従業員情報、および連絡先情報を入力して、[次へ] をクリックします。
3. [設定] ページで、一時的なパスワードをコピーして、ドキュメントや電子メール メッセージに貼り付けて新しいユーザーに配布し、[次へ] をクリックします。 
4. Microsoft Online Services を使用している会社に対する管理者のアクセス許可をこのユーザーに許可するかどうかを選択します。
5. このユーザー アカウントを有効にするかどうかを選択して、[次へ] をクリックします。 ユーザー アカウントを有効にしなかった場合、そのユーザーは、Microsoft Online Services にサインインできません。
6. [サービス] ページで、新しいユーザーに少なくとも 1 つのサービスを割り当てて、[作成] をクリックします。
7. [確認] ページで、新しいユーザー アカウントの一時的なパスワードが含まれる電子メール メッセージを送信することを選択できます。 メッセージを送信する場合は、送信先の電子メール アドレスを入力して [送信] をクリックします。
インターネット サーバーへのアクセス方法を決める
POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスを移行するには、移行する予定のメールボックスにアクセスできる必要があります。 このようなメールボックスは、移行元のメールボックスと呼ばれます。 インターネット メッセージ アクセス プロトコル (IMAP) では、管理用アクセスに使用する標準メカニズムが規定されていません。 そのため、インターネット電子メール プロバイダーはさまざまな管理用アクセス方法を開発してきました。 Microsoft Online Services 移行ツールでは、数種類の認証方法を使用して移行元のメールボックスにアクセスできます。 

選択する管理用アクセス方法は、インターネット電子メール サーバーで使用されている実装方式によって異なります。 Microsoft Online Services 移行ツールで提供されるどの方法を使用する場合も、必要な認証用資格情報が含まれているコンマ区切り値 (CSV) ファイルを作成する必要があります。 CSV ファイルの構造は、インターネット メール サーバーによって提供される管理者権限の種類で決まります。
各 CSV ファイルには、以下のいくつかのフィールドが含まれます。
· SourceIdentity (必須)
· SourceServer (必須)
· SourceLoginID (必須)
· SourcePassword (任意指定)
· TargetIdentity (任意指定)
· SourceRootFolder (任意指定)
以下のセクションでは、サポートされている IMAP メール サーバー管理用アクセス方法ごとに、CSV 構造の例を示します。
· 結合された管理者/ユーザー ID のログイン
· 手動で統合されたユーザー ID と管理者 ID のログイン
· 移行元ルート フォルダー
· 個々のメールボックスの資格情報
· 選択するオプションを決定するには、インターネット電子メール プロバイダーのドキュメントを参照してください。 

結合された管理者/ユーザー ID のログイン
これは、Microsoft Online Services 移行ツールの既定のオプションです。 移行ツールを実行すると、CSV ファイルに指定した SourceLoginId 値と、移行ツールで指定する移行元管理者ユーザー名に基づいて、移行元電子メール サーバーのログイン名が作成されます。 このログイン名の形式は、AdminUserName/SourceLoginID です。
以下に、IMAP メールボックスへのアクセスの結合された管理者/ユーザー ID のログイン タイプに対応する、CSV ファイルのヘッダー行と 2 つのエントリの例を示します。 この方式の必須フィールドは、 SourceIdentity、SourceServer、および SourceLoginID です。 Microsoft Online Services 移行ツールのユーザー インターフェイスで管理者の資格情報を指定します。
SourceIdentity,SourceServer,SourceLoginID
Sourceuser1@domain.com,CS050,SourceUser01
Sourceuser2@domain.com,CS050,SourceUser02
移行元ルート フォルダー
IMAP システムの中には、管理者としてログオンしてルート フォルダーに対するメールボックスにアクセスする場合に、管理者権限が許可されるものがあります。
Microsoft Online Services 移行ツールのこの SourceRoot フォルダー オプションを使用するには、CSV ファイルの SourceLoginID フィールドに AdminUserName を指定し、移行する必要のある移行元ルート フォルダーを CSV ファイルの SourceRootFolder フィールドに指定します。 Microsoft Online Services 移行ツールのユーザー インターフェイスで管理者の資格情報を指定します。
以下に、メールボックスへのアクセスの移行元ルート フォルダー タイプに対応する、CSV ファイルのヘッダー行と 2 つのエントリの例を示します。 必須フィールドは、 SourceIdentity、SourceServer、SourceLoginID、および SourceRootFolder です。
SourceIdentity,SourceServer,SourceLoginID,SourceRootFolder
Sourceuser1@domain.com,mail01,AdminUserName,~/mail/SourceUser01
Sourceuser2@domain.com,mail01, AdminUserName,~/mail/SourceUser02
個々のメールボックスの資格情報
管理者のログオンがお使いのインターネット電子メール サーバーでサポートされていない場合、CSV ファイル内の各エントリに資格情報を指定する必要があります。 

以下に、メールボックスへのアクセスの個々のメールボックス資格情報タイプに対応する、CSV ファイルのヘッダー行と 2 つのエントリの例を示します。 必須フィールドは、 SourceIdentity、SourceServer、SourceLoginID、および SourcePassword です。 場合によっては、SourceRootFolder フィールドも必須になることがあります。
SourceIdentity,SourceServer,SourceLoginID,SourcePassword,SourceRootFolder
Sourceuser1@domain.com,mail01,AdminUserName,AdminPassword, ~/mail/SourceUser01
Sourceuser2@domain.com,mail01, AdminUserName,AdminPassword,~/mail/SourceUser02
この場合、管理者ユーザー名 (SourceLoginID) とパスワード (SourcePassword) は両方とも CSV ファイルに含まれているため、Microsoft Online Services 移行ツールで [個々のアカウント資格情報を使用する] を選択します。
手動で結合されたユーザー ID と管理者 ID のログイン
サーバーの中には、CSV ファイル内の SourceUser*AdminUserName の結合をサポートするものがあります。 この文字列全体を SourceLoginID エントリに指定する必要があります。 結合された管理者/ユーザー ID のログイン方式の場合と同様に Microsoft Online Services 移行ツールのユーザー インターフェイスにこの情報を指定するのではなく、CSV ファイルの中に管理者パスワードを指定する必要もあります。
以下に、このタイプの IMAP メールボックスへのアクセスに対応する、CSV ファイルのヘッダー行と 2 つのエントリの例を示します。 必須フィールドは、SourceIdentity、SourceServer、SourceLoginID、および SourcePassword です。
SourceIdentity,SourceServer,SourceLoginID,SourcePassword
Sourceuser1@domain.com,mail01,SourceUser01*AdminUserName,AdminPassword
Sourceuser2@domain.com,mail01,SourceUser02*AdminUserName,AdminPassword
この場合、管理者ユーザー名 (SourceLoginID) とパスワード (SourcePassword) は両方とも CSV ファイルに含まれているため、Microsoft Online Services 移行ツールの実行時に [個々のアカウント資格情報を使用する] を選択する必要があります。
コンマ区切り値 (CSV) ファイルを作成する
インターネット メールボックスにインターネット サーバー アクセス方式を使用することを決めた場合は、適切な列を含むヘッダー行と、移行するメールボックスごとに 1 行ずつ組み込まれた CSV ファイルを作成する必要があります。 この CSV ファイルは、Microsoft Office Excel® を使用して作成できます。
CSV ファイルを作成するには
1. 何も記入されていない Excel ワークシートを開きます。 ワークシートにヘッダー行を作成し、そこに以下の値を入力します。
SourceIdentity (必須)
SourceServer (必須)
SourceLoginID (必須)
SourcePassword (任意指定)
TargetIdentity (任意指定)
SourceRootFolder (任意指定)
2. 移行するメールボックスごとに 1 行ずつ追加し、各列に該当するアカウント情報を入力します。 

次の表では、メールボックス リストのサンプルを示します。
	SourceIdentity 
	SourceServer 
	SourceLoginID 
	SourcePassword 
	TargetIdentity 

	Joe@adatum.com
	e045
	testuser001
	Password!1
	Joe@contoso.com

	Mary@adatum.com
	e045
	testuser002
	Password!2
	Mary@contoso.com


3. 移行する各メールボックスのアカウント情報を入力したら、[ファイル] メニューの [名前を付けて保存] をクリックし、ファイル名を入力して、[ファイルの種類] ボックスのリストの [CSV (コンマ区切り)] をクリックし、[保存] をクリックします。 

4. ワークシートを CSV ファイルとして保存したら、メールボックス リストの各値は、以下の例で示すようにコンマで区切られます。
SourceIdentity,SourceServer,SourceLoginID,SourcePassword,TargetIdentity
Joe@adatum.com,e045,testuser001,Password!1,Joe@contoso.com
Mary@adatum.com,e045,testuser002,Password!2,Mary@contoso.com
メールボックス リストをインポートする
移行する CSV メールボックス リストのファイルを作成したら、そのメールボックス リストを Microsoft Online Services 移行ツールにインポートします。 

メールボックス リストをインポートするには
1. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をクリックします。次に、[Microsoft Online Services 移行ツール] をクリックし、[Microsoft Online Services 移行コンソール] をクリックします。
2. ナビゲーション ウィンドウで [インターネット メール] をクリックし、[アクション] ウィンドウで [メールボックスの追加] をクリックします。 

3. [メールボックスの追加] ダイアログ ボックスの [参照] をクリックし、該当の CSV ファイルをクリックして、[インポート] をクリックします。
4. [アクション] メニューの [選択したメールボックスの削除] をクリックし、移行するメールボックスのリストからメールボックスを削除します。
注意:
Exchange Online に対応するアカウントがまだ用意されていないメールボックスは、移行する準備が整っていないメールボックスとしてマークされます。
インターネット電子メール メールボックスの移行ウィザードを実行する
メールボックス リストに適切なメールボックスが表示されていることを確認したら、インターネット電子メール メールボックスの移行ウィザードを実行して、選択したメールボックスのコンテンツを Exchange Online にコピーします。 

インターネット電子メール メールボックスの移行ウィザードを開始するには
1. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をクリックします。次に、[Microsoft Online Services 移行ツール] をクリックし、[Microsoft Online Services 移行コンソール] をクリックします。
2. ナビゲーション ウィンドウで [インターネット メール] をクリックし、[アクション] ウィンドウで [選択したメールボックスの移行] をクリックします。
3. インターネット電子メール メールボックスの移行ウィザードの [メールボックスの種類を選択] ページで、移行するメールボックスの種類を選択します。 次のいずれかの種類を選択することができます。
POP
IMAP
インターネット電子メール メールボックスの移行ウィザードには、以下のオプションが用意されています。
· フォルダー マッピングを選択する
· 移行する日付範囲を選択する
· 選択したメールボックスのコンテンツを移行する
フォルダー マッピングを選択する
IMAP メールボックスを選択した場合は、インターネット メールボックスのフォルダーを Exchange Online メールボックスのフォルダーにマップする方法を指定できます。 フォルダー マッピングの種類には、以下の 2 つがあります。
· 既定のフォルダー マッピング:  このオプションを選択した場合は、既定のフォルダー マッピングが使用されます。
· カスタム フォルダー マッピング:  このオプションを選択した場合には、ユーザーが作成したカスタム マップ ファイルが使用されます。 このファイルを使用して、インターネット メールボックスのフォルダー構造を、Exchange Online の既定のフォルダー構造にマップするか、カスタム フォルダー構造にマップします。 このファイルは、Microsoft Online Services 移行ツールでインストールされた既定のフォルダー マッピング テーブルを変更して作成することができます。 既定では、フォルダー マッピング テーブルは、Program Files\Microsoft Transporter Tools\Config フォルダーにインストールされます。 カスタム フォルダー マッピングの作成の詳細については、「電子メールの移行」を参照してください。
フォルダー マッピングを選択するには
· インターネット電子メール メールボックスの移行ウィザードの [IMAP フォルダー マッピング] ページで、[既定のフォルダー マッピングを使用する] をクリックします。
または
· [カスタム フォルダー マッピングを使用する] を選択し、[参照] をクリックして、作成したカスタム フォルダー マッピング ファイルを選択します。 

移行する日付範囲を選択する
インターネット メールボックスのコンテンツを移行する際、移行するメールボックスのコンテンツの日付範囲を選択することができます。
日付範囲を選択するには
· インターネット電子メール メールボックスの移行ウィザードの [日付範囲の選択] ページで [期間] をクリックし、カレンダー ボタンをクリックして、開始日と終了日を指定します。 

または
· [すべての電子メール] をクリックして、インターネット メールボックスにあるすべての電子メールを移行します。
選択したメールボックスのコンテンツを移行する
選択したメールボックスのコンテンツを移行するには
· 選択したメールボックスを [選択したメールボックスの確認] ページで確認した後、[移行] をクリックして、インターネット メールボックスから Exchange Online へのメールボックスのコンテンツのコピーを開始します。
注意:
インターネット電子メール メールボックスの移行ウィザードでは、最新のメールボックスのコンテンツを最初にコピーします。 インターネット メールボックスのサイズが、Exchange Online で許容されているサイズより大きい場合は、Exchange Online メールボックスがいっぱいになった時点で、移行処理が停止します。 ユーザーが Exchange Online メールボックスを使用できるようになるのは、そのメールボックスのコンテンツが十分に削除され、Exchange Online メールボックスのサイズの下限を下回るサイズになってからです。
ローカルの POP3 メールボックスと IMAP4 メールボックスのコンテンツの Microsoft Online Services への移行の詳細については、「電子メールの移行」を参照してください。 

移行を完了する
すべてのメールボックスを Microsoft Exchange Online に移行したら、その移行をいつでも完了できる状態にしておく必要があります。 以下の 3 つのステップを最後に行います。
· メールボックスを削除する
· 着信メールを再ルーティングする
· ローカルの Exchange Server 環境の運用を終了する
メールボックスを削除する
混乱を避け、電子メール ユーザーのサポートを簡易化するために、メールボックスのコンテンツを移行した後、できる限り速やかに、組織の古いメールボックスを削除することをお勧めします。 

インターネットでホストされている POP3 メールボックスや IMAP メールボックスから移行している場合は、それらのメールボックスのコンテンツを Exchange Online に移行した後であればいつでも、インターネット メールボックスのホスティング会社に連絡して、それらのメールボックスの削除を依頼することができます。 インターネット メールボックス ホスティング会社に問い合わせて、メールボックスの保有ポリシーが用意されているかどうかを確認します。
ローカルの Exchange Server メールボックスから Exchange Online へ移行している場合は、Microsoft Online Services 移行ツールにあるメールボックスの削除ウィザードを使用して、選択したローカルの Exchange Server メールボックスを削除することができます。
重要: 

Exchange Server では、既定で、削除されたメールボックスは 30 日間切断されてから、完全に削除されます。 この期間中は、削除されたローカルの Exchange Serverメールボックスにいつでも再接続できます。 削除された Exchange Server メールボックスの削除と回復の詳細については、Microsoft ヘルプとサポートの記事「Exchange で削除されたメールボックスを回復する方法」 (http://support.microsoft.com/kb/274343) を参照してください。
ローカルの Exchange Server メールボックスを削除するには
1. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をクリックします。次に、[Microsoft Online Services 移行ツール] をクリックし、[Microsoft Online Services 移行コンソール] をクリックします。
2. ナビゲーション ウィンドウの [Microsoft Exchange] の下にある [既に移行されたメールボックス] をクリックし、削除するメールボックスを選択します。次に、[アクション] ウィンドウで [ローカル メールボックスの削除] をクリックします。
3. メールボックスの削除ウィザードの [メールボックスの確認] ページで、削除するメールボックスのリストを確認し、[削除] をクリックします。
注意: 

削除されたメールボックスを持つユーザーの履歴と状態を確認するには、以下の場所にある移行ログ ファイルで確認することができます。 

<ドライブ>:Documents and Settings\<ユーザー名>\Local Settings\Application Data\Microsoft\Transporter\Logs
着信メールを再ルーティングする
電子メール共存を確立している場合、組織のドメイン宛てに送られるすべての電子メールは、今までと同様にローカルの Exchange Server 環境にルーティングされてから、Exchange Online サービスへ転送されます。 組織で、電子メール対応アプリケーションを使用していないなどの理由で、ローカルの Exchange Server 環境を引き続き使用できない場合は、支障なく、会社のドメイン宛てに送られるすべての電子メールを再ルーティングするように組織の MX (Mail Exchanger) レコードを変更し、それらの電子メールを Exchange Online に送信し、Exchange Online で着信の電子メールを受信できるようにすることが可能です。 

注意: 

このセクションで説明する手順の手順 5b を行うには、ドメイン レジストラーに登録しているドメイン アカウントにアクセスする必要があります  (ドメイン アカウントにアクセスする際、ヘルプが必要になった場合は、ドメイン レジストラーに連絡してください)。 
Microsoft Online Services で着信の電子メールを受信できるようにするには
1. お使いの管理者ユーザー名とパスワードで Microsoft Online Services 管理センターにサインインします。
2. [サービス設定] タブに移動し、[Exchange Online] をクリックして、[ドメイン] ウィンドウでドメイン名 (たとえば、contoso.com) をクリックします。
3. [ドメインの編集] ウィンドウの [SMTP ドメイン プロパティ] タブで、[権限あり] を選択します。
4. [受信メッセージング] タブで、[有効化] をクリックします。
5. 受信メッセージングの有効化ウィザードで、[有効化] をクリックします。
6. [確認の詳細] ページをよく読み、指示に従って操作します。 

7. ドメイン レジストラーの Web ポータルにログオンし、ドメイン アカウントの設定にアクセスします。次に、受信メッセージを受け取れるようにするドメイン用に、最も優先度の高い MX レコードを追加します。
8. Microsoft Online Services MX レコード情報 (mail.global.frontbridge.com と同様のもの) をコピーし、この情報をドメイン アカウント内の該当の MX レコードの場所に入力します。
9. MX レコードに加えた変更を保存し、ドメイン レジストラー アカウントをログオフします。
10. 受信メッセージングの有効化ウィザードを閉じます。
注意: 

複数の MX レコードを持つことができますが、Microsoft Online Services アカウントを示している MX レコードを最も優先度の高い MX レコードにする必要があります。
11. 受信メッセージングの有効化が正常に行われたことを確認するには、Microsoft Hotmail® などの別のサービスにあるアカウントから、Microsoft Online Services アカウント内の電子メール アドレスに電子メール メッセージを送信します。 これらのテスト メッセージの受信を開始する際、他のユーザーも同様に、自身の電子メール メッセージが Microsoft Online Services アカウントに届くことを期待します。
12. テスト メッセージを受信するまで、最大 72 時間待機します。 

注意: 

受信電子メールが Microsoft Online Services メールボックスに届くように MX レコードを変更すると、"アドレスの変更" 通知がインターネットに送信されます。 すべてのシステムで変更が認識され、電子メールが Exchange Online サービスにルーティングされるようになるまで、最大で 72 時間かかる可能性があります。 72 時間が経過しても Microsoft Online Services アカウントで電子メール メッセージを受診していない場合は、ドメイン レジストラーの Web ポータルにログオンし、ドメイン アカウントの設定にアクセスして、MX レコード情報が正しく入力されているかどうかを確認してください。 MX 参照ツールを使用すれば、MX レコードが更新されるタイミングを確認できます。 これらのツールを探すには、 Web 上で「MX 参照」を検索します。
ローカルの Exchange Server 環境の運用を終了する
電子メール対応アプリケーション、またはローカルの Exchange Server 環境の維持が必要なその他のレガシ アプリケーションを使用していない組織では、ローカルのメールボックスを削除し着信メールの再ルーティングを行った後に、ローカルの Exchange Server 環境の運用を終了しても支障ありません。
移行に関する他の考慮事項
組織で、ローカルの Exchange Server 環境と Exchange Online との間に電子メール共存を確立し、ユーザー アカウント、およびメールが有効な連絡先とグループの (ローカルの Active Directory から Microsoft Online Services の方向の) ディレクトリ同期を確立している場合は、引き続き、Active Directory 認証を使用して、ローカル プリンター、ファイル共有、および他のネットワーク リソースへのアクセスを制御する必要が生じることがあります。
このような場合は、ディレクトリ同期を実行中の状態にし、ユーザー アカウント、およびメールが有効な連絡先とグループをローカルの Active Directory から Microsoft Online Services の方向で同期を続行します。 引き続き、ローカルの Active Directory に入っているこれらのオブジェクトのプロパティを編集します。
高度なトピック
電子メールの共存と電子メールの移行
このセクションでは、電子メールの共存と電子メールの移行のしくみについて詳しく説明します。 Microsoft Online Services では、ローカルの Exchange Server 環境と Exchange Online との間に電子メール共存を確立できます。 電子メール共存で重要なのは、ユーザー アカウントと、メールが有効な連絡先およびグループすべての一方向 (ローカル Active Directory ディレクトリ サービスから Microsoft Online Services への) ディレクトリ同期を確立することです。
電子メールの共存と移行の各段階は以下のとおりです。
· SMTP ドメインを Exchange Online に追加して確認する
· ディレクトリ同期をインストールして構成する
· ディレクトリが同期されたユーザーをアクティブ化する
· メールボックスのコンテンツを移行する
· ローカルの Exchange Server メールボックスを削除する
このセクションでは、勤務先の組織の名前が Contoso であり、その組織が contoso.com というインターネット ドメイン名を登録していることを前提に説明します。また、jim@contoso.com という SMTP 電子メール アドレスを持つ 1 人のメンバーが登場します。
SMTP ドメインを Exchange Online に追加して確認する
Microsoft Online Services に登録した時点で、company.microsoftonline.com のようなドメインが提供されます。このドメインは、必要とする限りいつまでも使用できますが、ほとんどの組織は、より明確に自分たちの組織を表すドメインを使用することを望みます。 多くの場合、これらの組織では、既に登録済みドメイン名を持っており、そのドメイン名を SMTP 電子メール アドレスの一部として使用しています。 

登録済みのドメインは Microsoft Online Services に追加できます。 ドメインを所有していることを確認したら、そのドメインを Microsoft Online Services で使用し始めることができます。 Microsoft Online Services へのドメインの追加については、Microsoft TechNet の記事「Microsoft Online Services でのドメインの使用について」(http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc742691.aspx) を参照してください。 

ディレクトリ同期をインストールして構成する
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールが最初に実行された時点で、ローカルの Active Directory 内のユーザー アカウントおよびメールが有効な連絡先とグループすべてに対して、Microsoft Online Services の中に無効なアカウントが作成されます。 これらのアカウントには、まだ Microsoft Online Services メールボックスが用意されていません。 

ローカルの Exchange Server 環境内にあるユーザー アカウントには、jim@contoso.com のような SMTP 電子メール アドレスが設定されています。ディレクトリ同期によって、そのユーザー用に無効な Microsoft Online Services アカウントが作成されます。 このユーザーには、User@contoso.com と User@contoso.microsoftonline.com という 2 つの SMTP アドレスが割り当てられます。 対象のアドレスは、User@contoso.com です。
ディレクトリ同期によって、同期済みのグローバル アドレス一覧 (GAL) が作成され、無効なアカウントに割り当てられた対象のアドレスを使用した、Microsoft Online Services からローカルの Exchange Server メールボックスへのメール転送が設定されます。 これによって、Microsoft Online Services ユーザーは GAL を十分に使用することができるようになります。
会社の MX レコードは、今までと同じように、ローカルの Exchange Server 環境宛てに解決します。 ドメイン宛てに送られるすべての電子メールは、ローカルの Exchange Server コンピューターにルーティングされます。
ディレクトリが同期されたユーザーをアクティブ化する
メールボックスのコンテンツを Exchange Online に移行するには、移行するメールボックスのコンテンツを持っているユーザーをアクティブ化する必要があります。 ユーザーをアクティブ化すると、そのユーザーに Exchange Online メールボックスが割り当てられ、Microsoft Online Services アカウントから対象のアドレスが削除されます。
ローカルの Exchange Server 環境にあるそのユーザーの SMTP アドレスは、変更されません。 アクティブ化の後、対象のアドレスがそのユーザーの Microsoft Online Services アカウントから削除されたら、 

アクティブ化されたユーザーには 2 つの有効なメールボックスが割り当てられます。 1 つはローカルの Exchange Server 環境に、もう 1 つは Exchange Online に割り当てられます。 外部メールと、ローカルの Exchange Server 環境からアクティブ化されたユーザーに送信されたメールはすべて、そのユーザーのローカルの Exchange Server メールボックスに配信され、Microsoft Online Services アカウントからのメールはすべて、そのユーザーの Exchange Online メールボックスに配信されます。
注意:
混乱を避け、コストを支援するために、アクティブ化されたユーザーのローカルの Exchange Server メールボックスは、できる限り速やかに移行および削除することをお勧めします。
メールボックスのコンテンツを移行する
Microsoft Online Services 移行ツールを使用すれば、選択したユーザーのメールボックスのコンテンツを移行することができます。 このプロセスでは、Microsoft Online 移行ツールによって、選択したユーザーの Microsoft Online SMTP アドレスが取得され、ローカルの Active Directory の中に代替受信者として連絡先が作成されます。 選択したユーザー宛ての電子メールはすべて、これらの代替受信者に転送され、各電子メールのコピーがそのユーザーのローカルの Exchange Server メールボックスに残されます。
Microsoft Online Services 移行ツールでは、user@contoso.microsoftonline.com という対象のアドレスが割り当てられている連絡先を、そのユーザー宛ての電子メールの代替受信者として、ローカルの Exchange Server 環境に追加します。 そのユーザー宛てに、ローカルの Exchange メールボックスに届く電子メールはすべて、Exchange Online メールボックスに転送されます。
Microsoft Online Services 移行ツールでは、Exchange Server メールボックスの豊富なコンテンツ (電子メール、予定表、連絡先、仕事、メモ、ジャーナル エントリなど) を、ローカルの Exchange Server メールボックスから取得し、そのコンテンツを Exchange Online メールボックスにコピーします。 このコンテンツは、帯域幅の使用量を最適化するために圧縮されます。 このコンテンツは、移行ツールを実行しているコンピューターから SSL/TLS を介して Microsoft Online Services に転送されます。
転送プロセスでは、Microsoft Online Services 移行ツールによって、メッセージのヘッダー アドレスが SMTP アドレス宛てになるよう解決されたうえで、ユーザーが既存のメッセージに返信できなくなることを防止するためにそのアドレスが書き換えられます。これは、コンテンツが新しいメールボックスに移行された後も同じです。
ローカルの Exchange Server メールボックスを削除する
この段階では、ユーザーはまだ 2 つのメールボックスを持っています。 この構成では、ユーザーはすぐに電子メールを紛失したり見失ったりします。 ユーザーのローカルの Exchange Server メールボックスのコンテンツが移行された後、Exchange Online の使用に問題がなければできる限り速やかに、そのユーザーのローカルの Exchange Server メールボックスを削除することをお勧めします。 

Microsoft Online Services 移行ツールの、メールボックスの削除ウィザードを使用すれば、ローカルの Exchange Server メールボックスを容易に削除できます。 このウィザードでは、ローカルの代替受信者を削除し、メールボックスを切断します。 このウィザードでは、ユーザーごとに、そのユーザーの Exchange Online の対象のアドレスをフォワーダーとしてローカルの Active Directory アカウント上に追加するため、そのユーザー宛てのメールはすべて、Exchange Online に転送され続けます。
移行ツールでは、ユーザーの代替受信者の連絡先をローカルの Active Directory から削除します。 また、user@contoso.microsoftonline.com をユーザー宛ての電子メールの対象のアドレスとして追加します。 したがって、ユーザーのローカルの Exchange Server メールボックスがなくなった後も、user@contoso.com 宛ての電子メールはすべて、Exchange Online メールボックスに転送されます。
Exchange Server では、削除されたメールボックスを切断しても、すぐにはそのメールボックスを完全に削除しないため、必要に応じて、削除された Exchange Server メールボックスを再接続し、Exchange Online の配置を元に戻すことができます。 

Microsoft Exchange では、既定で、削除されたメールボックスが 30 日間切断された後で完全に削除されます。 この期間中は、削除されたローカルの Exchange Serverメールボックスにいつでも再接続できます。 削除されたメールボックスに再接続する機能を使用する前に、ローカルの Exchange Server 環境におけるメールボックスの保有期間を確認してください。 削除された Exchange Server メールボックスの削除と回復の詳細については、Microsoft TechNet の記事「Exchange で削除されたメールボックスを回復する方法」(http://support.microsoft.com/kb/274343) を参照してください。
すべてのユーザーをアクティブ化し、すべてのローカルの Exchange Server メールボックスのコンテンツを移行するまで、「ディレクトリが同期されたユーザーをアクティブ化する」、「メールボックスのコンテンツを移行する」、「ローカルの Exchange Server メールボックスを削除する」で説明した手順を繰り返してください。 現段階で、電子メール対応アプリケーション、またはローカルの Exchange Server 環境を必要とするその他のレガシ アプリケーションをインストールしていない場合は、Exchange Online サービスにすべての電子メールが送信されるように MX レコードを変更し、最終的にはローカルの Exchange Server 環境の運用を終了することができます。
ディレクトリ同期
このセクションでは、ディレクトリ同期について詳しく説明します。 


ディレクトリ同期ではどのように Microsoft Online Services 資格情報を使用するか
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールの構成時に、組織の Microsoft Online Services を使用している会社に対して管理者のアクセス許可が与えられているアカウントの資格情報を入力するように求められます。 これらの資格情報は、以下の形式で入力する必要があります。
· Someone@example.com
Microsoft Online Services 管理センターで任意の有効な管理者アカウントの資格情報を入力できます。また、この用途専門の特別なアカウントを作成することも可能です。 

重要: 

すべての Microsoft Online Services アカウントのパスワードは、定期的に変更する必要があります。 この管理者アカウントに関連付けられたパスワードを変更する場合は、Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールの構成ウィザードをもう一度実行して、新しいパスワードを入力する必要があります。 
ディレクトリ同期サービスは、その実行時に、ローカルの Active Directory からの読み取りと、同期データベースへの変更の書き込みを行います。 ディレクトリ同期サービスは、入力された Microsoft Online Services 管理者の資格情報を使用して、同期データベースのコンテンツを Microsoft Online Services に書き込みます。
ディレクトリ同期ではどのように Active Directory の資格情報を使用するか
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールの構成時に、組織のローカルの Active Directory のディレクトリ サービスに対して Enterprise Admin のアクセス許可が与えられているアカウントの資格情報を入力するように求められます。 資格情報は、以下のいずれかの形式で入力する必要があります。
· Someone@example.com 

· Example\someone
これらのエンタープライズ管理者の資格情報は保存されません。 エンタープライズ管理者の資格情報は、サービス アカウントが作成されたらコンピューターのメモリから削除されます。
Active Directory の資格情報はどのように使用されるか
Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールの構成ウィザードでは、Enterprise Admin の資格情報を使用して、ディレクトリ同期サービス アカウントの MSOL_AD_Sync を作成します。 このサービス アカウントは、ローカルの Active Directory に対するディレクトリ レプリケーション アクセス許可が付与されたドメイン アカウントとして作成され、有効期限のない、ランダムに生成された複雑なパスワードが指定されます。
注意:
このサービス アカウントに関連付けられたパスワードを変更することはお勧めしません。
サービス アカウントがどのように使用されるか
ディレクトリ同期サービスは、実行時に、サービス アカウントの資格情報を使用して、ローカルの Active Directory からの読み取りと同期データベースへの書き込みを行います。 Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールの構成ウィザードの [Microsoft Online Services の資格情報] ページで要求され入力した Microsoft Online Services 資格情報を使用して、同期データベースのコンテンツが Microsoft Online Services に書き込まれます。
注意:
ドメインを Active Directory フォレストに追加する場合、Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールの構成ウィザードをもう一度実行して、同期されるドメインのリストに新しいドメインを追加する必要があります。
ディレクトリ同期を強制実行する
場合によっては、ディレクトリ同期でローカルの Active Directory のユーザー アカウントおよびメールが有効な連絡先とグループに加えられた変更を Microsoft Online Services ディレクトリにコピーする間、最大 3 時間も待機できないことがあります。 たとえば、従業員の雇用契約を終了した場合、電子メール システムとネットワーク リソースにその従業員がこれ以降アクセスできないようにするために、Active Directory アカウントを即刻無効にするか削除する必要が生じることがあります。 このような場合、すぐにディレクトリ同期の強制実行が必要になることがあります。 Microsoft Online Services ディレクトリ同期ツールの構成ウィザードを実行して、これを行うことができます。 

ディレクトリ同期を強制実行するには
1. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をクリックします。次に [Microsoft ディレクトリ同期] をクリックして、[ディレクトリ同期の構成] をクリックします。
2. ウィザードの指示に従って、要求された資格情報を入力します。
3. ウィザードの [完了] ページで、[ディレクトリ同期を今すぐ開始] をクリックして [完了] をクリックします。
電子メールの移行
Exchange Online では、次の 2 種類の電子メールの移行をサポートしています。
· インターネットでホストされている POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスからの移行
· ローカルの Exchange Server メールボックスからの移行
インターネットでホストされている POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスからの移行
このセクションでは、POP3 メールボックスや IMAP4 メールボックスからのコンテンツの移行に関して詳しく説明します。 <プレリリース版では、このセクションは完全ではありません。>
インターネット メールボックス フォルダー マッピング
既定のフォルダーでは特別な処理方法を使用します。また、既定のフォルダーは、メールボックスの作成時に自動的に作成されます。 Exchange Online では、以下の既定のフォルダーがサポートされています。
· 受信トレイ
· 送信トレイ
· 送信済みアイテム
· 下書き
· 削除済みアイテム
· 迷惑メール
· ジャーナル
· メモ 

· 予定表
カスタム フォルダーは、メールボックスが作成された後にユーザーによって作成されるフォルダーです。 Microsoft Online Services 移行ツールでは、既定のフォルダーへのマッピングとカスタム フォルダーへのマッピングがサポートされています。 

既定のフォルダーへマップする
Foldermap.xml ファイルに既定のフォルダー マッピングが収められています。 以下に、インターネット メールボックスの [スパム] フォルダーが Exchange Online の [迷惑メール] フォルダーにマップされる場合の例を示します。
<Folder path="Spam">
<Property SpecialFolder="Junk E-mail" /> 
</Folder>
インターネット メールボックスのフォルダーを Exchange Online のフォルダーにマップする方法を制御するように Foldermap.xml ファイルを変更することができます。 たとえば、インターネット メールボックスの迷惑メール フォルダーの名前が Junk の場合、以下の例で示すように、移行元サーバー上のフォルダー名を反映するように Foldermap.xml ファイルを編集することができます。
<Folder path="Junk">
<Property SpecialFolder="Junk E-mail" /> 
</Folder>
注意:
複数のフォルダー エントリを追加して、複数のインターネット メールボックス フォルダーを同じ既定のフォルダーにマップすることができます。 

カスタム フォルダーへマップする
カスタム マッピング フォルダーを作成するには、Microsoft Online Services 移行ツールでインストールされた既定のフォルダー マッピング テーブルを変更します。 既定では、フォルダー マッピング テーブルは、Program Files\Microsoft Transporter Tools\Config フォルダーにインストールされます。
カスタム フォルダー マップを作成する前に、インターネット メールボックスで使用されているフォルダー名を特定します。
カスタム フォルダー マップを作成するには
1. 既定のフォルダー マッピング テーブル ファイル、Foldermap.xml を探します。
2. そのファイルをコピーし、別のファイル名を付けて保存します。
3. テキスト エディターや XML エディターを使用して、新しいファイルを開き、Exchange Online の既定のフォルダーに対応するインターネット メールボックス フォルダーの名前を編集します。
4. ファイルを保存します。
次の例では、Important Mail という名前のインターネット メールボックス フォルダーを、Important という名前のカスタム Exchange Online フォルダーにマップする方法を示します。 このカスタム フォルダーは、受信トレイ フォルダーの中に作成されます。
<Folder path="Important Mail">
<Property Name="Inbox/Important" />
</Folder>
ローカルの Exchange Server メールボックスからの移行
このセクションでは、ローカルの Exchange Server メールボックスからのコンテンツの移行について詳しく説明します。 <プレリリース版では、このセクションは完全ではありません。>
転送を削除する
電子メール共存を確立し、ローカルの Exchange Server メールボックスの一部を移行した後、その移行を元に戻して、ローカルの Exchange Server 環境に戻ることにした場合は、Microsoft Online Services 移行ツールの、転送の削除ウィザードを使用すれば、Exchange Online に移行したメールボックスに対して確立された転送を削除することができます。
転送を削除するには
1. [スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をクリックします。次に、[Microsoft Online Services 移行ツール] をクリックし、[Microsoft Online Services 移行コンソール] をクリックします。
2. ナビゲーション ウィンドウの [Microsoft Exchange] の下にある [既に移行されたメールボックス] をクリックし、転送を削除するメールボックスを選択します。次に、[アクション] ウィンドウで [転送の削除] をクリックします。
3. 転送の削除ウィザードの [メールボックスの確認] ページで、転送を削除するメールボックスのリストを確認して [削除] をクリックします。
移行に関するコマンドレットのリファレンス
移行に関するコマンドレットは、Microsoft Online Services 移行ツールのユーザー インターフェイスによってインストールされます。 移行ツールのインターフェイスでは、メールボックスのコンテンツの移行時にこれらのコマンドレットを呼び出します。 ユーザー インターフェイスでは、大部分の移行タスクを実行しますが、移行のスクリプトやより高度な移行タスクの実行が必要な場合は、Windows PowerShell コマンドレットを使用できます。PowerShell コマンドレットについては、Microsoft Online Services 移行ツールのドキュメントの該当セクションを参照してください。
Microsoft Online Services 移行ツールには、以下のコマンドレットが組み込まれています。
· Add-XsExchangeForwardingAddress
· Add-XsExchangeOnlineItem
· Add-MicrosoftOnlineExchangeItem
· Get-ImapMailbox
· Get-ImapMailboxData
· Get-InternetMailbox
· Get-PopMailbox
· Get-PopMailboxData
· Get-XsActiveDirectoryUser
· Get-XsExchangeMailboxData
· Move-XsExchangeMailboxToExchangeOnline
· Move-XsImapMailboxToExchangeOnline
· Move-XsPopMailboxToExchangeOnline
· Remove-XsExchangeForwardingAddress
· Search-XsMicrosoftOnlineDirectory
· Export-TransporterBinary
· Import-TransporterBinary
Add-XsExchangeForwardingAddress 

社内の Microsoft Exchange Server アカウントから、Microsoft Exchange Online 内の対応するメールボックスへのメール転送を確立します。 このコマンドレットは、ローカルのメールボックスをクリーンアップします。 

電子メールの転送が、代替受信者を設定するか、メールが有効なユーザーの対象のアドレスを介して実行されます。 このタスクでは、入力として、ディレクトリ オブジェクトまたはメールボックスのメタ オブジェクトを使用します。 その後で、Exchange Online サービスの既存のアカウントと照合し、そのアカウントへのメール転送を確立します。
構文
Add-XsExchangeForwardingAddress [-TransporterObject <Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject>] [[-TargetIdentity] <String>] [-Confirm] [-DisconnectMailbox] [-ForwardOnly] [-TargetCredential <PSCredential>] [-Quiet] [-WhatIf] [-GlobalCatalog <String>.
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	Confirm
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	これはスイッチ パラメーターです。 /Confirm を指定した場合は、タスクを実行する前に確認を行うようユーザーに求めます。 確認は、次の選択肢のいずれかを使用して行われます。 [Y] はい、[A] すべてにはい、[N] いいえ、[L] すべてにいいえ、[S] 中断、[?] ヘルプ (既定値は "Y")。 

	DisconnectMailbox
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	転送の作成前に、ローカルのメールボックスが切断されます。

	ForwardOnly
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	ローカルのメールボックスの中にメールのコピーは残されません。

	GlobalCatalog
	任意
	System.String
	ユーザー情報の照会先となる Microsoft Active Directory サーバー。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	SourceCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	ローカルの Active Directory へのアクセスに使用される特定の資格情報。

	SourceIdentity
	必須
	System.String
	メール フォワーダーが指定される Active Directory ユーザー オブジェクトの ID。

	TargetCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	Exchange Online へのアクセスに使用される特定の資格情報。

	TargetIdentity
	任意
	System.String
	メールの転送先の Exchange Online メールボックスの ID。

	TransporterObject
	任意
	Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject
	Windows PowerShell パイプラインを介して Transporter オブジェクトを渡します。

	WhatIf
	任意
	SwitchParameter
	このパラメーターを指定した場合、実際には操作は行われず、条件が出力されるだけです。


例
この例では、現在のメールボックスを削除し、メール転送が Exchange Online に設定された、メールが有効なユーザーを設定します。
Add-XsExchangeMailForwarder -SourceIdentity JimC@Contoso.com -DisconnectMailbox -TargetCredential $Creds
備考
メールボックスのクリーンアップが実行されないのに加えて、Exchange Online へのメール転送も確立されないというシナリオは存在しないため、別のコマンドレットではなくこのコマンドレットではメールボックスのクリーンアップは任意です。
Add-XsExchangeOnlineItem 

メールボックスのデータ アイテムを Microsoft Exchange Online に挿入します。
構文
Add-XsExchangeOnlineItem -TransporterObject <Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject> [-Quiet] [-MaxThreadCount <UInt32>] -Identity <String> -Credential <PSCredential>
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	Credential
	必須
	System.Management.Automation.PSCredential
	ユーザー名とパスワードが指定される資格情報オブジェクト。

	Identity
	必須
	System.String
	Active Directory ユーザー オブジェクトの ID。

	MaxThreadCount
	任意
	System.UInt32
	このタスクに割り当てるスレッドの最大数。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	TargetClientAccessServer
	任意
	System.String
	Exchange Online の対象のクライアント アクセス サーバー。

	TargetMapping
	任意
	System.String
	該当なし。

	TransporterObject
	任意
	Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject
	Windows PowerShell パイプラインを介して Transporter オブジェクトを渡します。


例
$TargetCreds = Get-Credential   # provide target credentials
$Mail = Get-XsImapMailboxData -SourceIdentity user1@contoso.com -SourceServer Server1.com -SourceLoginId user1 -SourcePassword Migration!1 -TargetIdentity user2@contoso.com
$Mail | Add-XsExchangeOnlineItem –TargetCredential $TargetCreds
Add-MicrosoftOnlineExchangeItem 

メールボックスのデータ アイテムを Microsoft Exchange Online に挿入します。
構文
Add-MicrosoftExchangeOnlineItem -TransporterObject <Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject> [-Quiet] [-MaxThreadCount <UInt32>] -Identity <String> -Credential <PSCredential>
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	Credential
	必須
	System.Management.Automation.PSCredential
	ユーザー名とパスワードが指定される資格情報オブジェクト。

	Identity
	必須
	System.String
	Active Directory ユーザー オブジェクトの ID。

	MaxThreadCount
	任意
	System.UInt32
	このタスクに割り当てるスレッドの最大数。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	TransporterObject
	任意
	Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject
	Windows PowerShell パイプラインを介して Transporter オブジェクトを渡します。


例
$TargetCreds = Get-Credential   # provide target credentials
$Mail = Get-ImapMailboxData -SourceIdentity user1@contoso.com -SourceServer Server1.com -SourceLoginId user1 -SourcePassword Migration!1 -TargetIdentity user2@contoso.com
$Mail | Add-MicrosoftOnlineExchangeItem –TargetCredential $TargetCreds
Get-ImapMailbox 

指定された IMAP メールボックスのプロパティを取得します。
構文
Get-ImapMailbox [-SourceRootFolder <String>] [-SourcePort <UInt32>] -SourceServer <String> [-GlobalCatalog <String>] [-DisplayName <String>] [-MatchToMicrosoftOnline] [-Quiet] [-MatchToMicrosoftExchange] [-TargetCredential <PSCredential>] [-FolderMapFile <String>] -SourceIdentity <String> -SourceLoginID <String> [-TargetIdentity <String>] [-SourcePassword <String>]
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	DisplayName
	任意
	System.String
	オブジェクトの表示名。 通常、これは、ユーザーの姓と名前が組み合わせられます。

	FolderMapFile
	任意
	System.String
	IMAP フォルダーから Microsoft Exchange Server フォルダーへのマッピング情報が入っているファイル。

	GlobalCatalog
	任意
	System.String
	ユーザー情報の照会先となる Active Directory サーバー。

	MatchToMicrosoftExchange
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	該当なし。

	MatchToMicrosoftOnline
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	該当なし。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	SourceIdentity
	必須
	System.String
	移動されているメールボックスの識別、および、そのメールボックスと既存の Exchange Server 2007 メールボックスとの照合に使用される一意な SMTP 電子メール アドレス。

	SourceLoginID
	必須
	System.String
	個々の移行元 IMAP メールボックスのユーザー ログイン ID。

	SourcePassword
	任意
	System.String
	SourceLoginID パラメーターで使用されるユーザー ログイン ID のパスワード。

	SourcePort
	任意
	System.UInt32
	移行元 IMAP サーバーへの接続に使用されるポート。

	SourceRootFolder
	任意
	System.String
	IMAP メールボックスのルートを示すのに使用されます。

	SourceServer
	必須
	System.String
	メールボックスのコンテンツの取得元となる IMAP サーバー。

	TargetCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	Microsoft Exchange Online へのアクセスに使用される特定の資格情報。

	TargetIdentity
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	メールボックスのコンテンツの挿入先である特定の Exchange Server メールボックスを示すのに使用される SMTP アドレス。 


例
Get-ImapMailbox -SourceIdentity user1@contoso.com -SourceServer Server1.com -SourceLoginId user1 -SourcePassword Migration!1
Get-ImapMailboxData 

指定されたメールボックスから Microsoft Exchange Server のメールボックス データを取得します。
構文
Get-ImapMailboxData [-SourceRootFolder <String>] -SourceLoginID <String> [-SourcePassword <String>] [-SourceServer <String>] -SourceIdentity <String> [-SourcePort <UInt32>] [-EmailEnd <DateTime>] [-TargetIdentity <String>] [-Quiet] [-EmailStart <DateTime>] [-FolderMapFile <String>] [-SourceAdminCredential <PSCredential>] [-AllowUnsecureConnection]
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	AllowUnsecureConnection
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	このパラメーターを指定すると、タスクでは、IMAP メールボックスからメールを取得する際に、非 Secure Sockets Layer (SSL) ポートを介して移行元サーバーに接続できるようになります。

	EmailEnd
	任意
	System.DateTime
	日付に基づいてメールボックスのコンテンツをフィルター処理するための日付範囲の終了日を指定するのに使用されます。

	EmailStart
	任意
	System.DateTime
	日付に基づいてメールボックスのコンテンツをフィルター処理するための日付範囲の開始日を指定するのに使用されます。

	FolderMapFile
	任意
	System.String
	IMAP フォルダーから Exchange フォルダーへのマッピング情報が入っているファイル。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	SourceAdminCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	ユーザー名とパスワードが指定される資格情報オブジェクト。

	SourceIdentity
	必須
	System.String
	移動されているメールボックスの識別、および、そのメールボックスと既存の Exchange Server 2007 メールボックスとの照合に使用される一意な SMTP 電子メール アドレス。

	SourceLoginID
	必須
	System.String
	個々の移行元 IMAP メールボックスのユーザー ログイン ID。

	SourcePassword
	任意
	System.String
	SourceLoginID パラメーターで使用されるユーザー ログイン ID のパスワード。

	SourcePort
	任意
	System.UInt32
	移行元 IMAP サーバーへの接続に使用されるポート。

	SourceRootFolder
	任意
	System.String
	IMAP メールボックスのルートを示すのに使用されます。

	SourceServer
	任意
	System.String
	メールボックスのコンテンツの取得元となる IMAP サーバー。

	TargetIdentity
	任意
	System.String
	メールボックスのコンテンツの挿入先である特定の Exchange Server メールボックスを示すのに使用される SMTP アドレス。 

	TransporterObject
	必須
	Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject
	Windows PowerShell パイプラインを介して Get-ImapMailbox タスクから Transporter オブジェクトを渡す際に使用されます。


例
$Mail = Get-ImapMailboxData -SourceIdentity johnc@contoso.com -SourceServer Server1.com -SourceLoginId user1 -SourcePassword Migration!1 -TargetIdentity jc@contoso.com  
備考
対象のユーザーに関連付けられているメールボックスのメールボックス データを取得します。
Get-InternetMailbox 

インターネット メールボックスを記述しているデータを取得します。
構文
Get-InternetMailbox [-SourceRootFolder <String>] [-SourcePort <UInt32>] -SourceServer <String> [-GlobalCatalog <String>] [-DisplayName <String>] [-MatchToMicrosoftOnline] [-Quiet] [-MatchToMicrosoftExchange] [-TargetIdentity <String>] [-FolderMapFile <String>] -SourceIdentity <String> [-TargetCredential <PSCredential>] [-SourcePassword <String>] -SourceLoginID <String>
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	DisplayName
	任意
	System.String
	該当なし。

	FolderMapFile
	任意
	System.String
	該当なし。

	GlobalCatalog
	任意
	System.String
	ユーザー情報の照会先となる Active Directory サーバー。

	MatchToMicrosoftExchange
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	該当なし。

	MatchToMicrosoftOnline
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	該当なし。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	SourceAdminCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	ユーザー名とパスワードが指定される資格情報オブジェクト。

	SourceIdentity
	必須
	System.String
	移動されているメールボックスの識別、および、そのメールボックスと既存の Microsoft Exchange Server 2007 メールボックスとの照合に使用される固有の SMTP 電子メール アドレス。

	SourceLoginID
	必須
	System.String
	個々の移行元 IMAP メールボックスのユーザー ログイン ID。

	SourcePassword
	任意
	System.String
	SourceLoginID パラメーターで使用されるユーザー ログイン ID のパスワード。

	SourcePort
	任意
	System.UInt32
	移行元 IMAP サーバーへの接続に使用されるポート。

	SourceRootFolder
	任意
	System.String
	IMAP メールボックスのルートを示すのに使用されます。

	SourceServer
	任意
	System.String
	メールボックスのコンテンツの取得元となる IMAP サーバー。

	TargetCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	Microsoft Exchange Online メールボックスへのアクセスに使用される特定の資格情報。

	TargetIdentity
	任意
	System.String
	Exchange Online メールボックスの ID。


例
Get-InternetMailbox -SourceServer "Contoso15" -SourceLoginID "JohnC" -SourcePassword "Exchange%2" -Verbose -SourceIdentity "johnc@contoso.com" -MatchToMicrosoftOnline  
Get-PopMailbox 

POP メールボックスを記述しているデータを取得します。
構文
Get-PopMailbox [-SourceRootFolder <String>] [-SourcePort <UInt32>] -SourceServer <String> [-MatchToMicrosoftOnline] [-DisplayName <String>] [-GlobalCatalog <String>] [-Quiet] [-MatchToMicrosoftExchange] [-TargetCredential <PSCredential>] [-FolderMapFile <String>] -SourceIdentity <String> -SourceLoginID <String> [-TargetIdentity <String>] [-SourcePassword <String>]
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	DisplayName
	任意
	System.String
	該当なし。

	FolderMapFile
	任意
	System.String
	該当なし。

	GlobalCatalog
	任意
	System.String
	ユーザー情報の照会先となる Active Directory サーバー。

	MatchToMicrosoftExchange
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	該当なし。

	MatchToMicrosoftOnline
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	該当なし。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	SourceAdminCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	ユーザー名とパスワードが指定される資格情報オブジェクト。

	SourceIdentity
	必須
	System.String
	移動されているメールボックスの識別、および、そのメールボックスと既存の Microsoft Exchange Server 2007 メールボックスとの照合に使用される固有の SMTP 電子メール アドレス。

	SourceLoginID
	必須
	System.String
	個々の移行元 IMAP メールボックスのユーザー ログイン ID。

	SourcePassword
	任意
	System.String
	SourceLoginID パラメーターで使用されるユーザー ログイン ID のパスワード。

	SourcePort
	任意
	System.UInt32
	移行元 IMAP サーバーへの接続に使用されるポート。

	SourceRootFolder
	任意
	System.String
	IMAP メールボックスのルートを示すのに使用されます。

	SourceServer
	任意
	System.String
	メールボックスのコンテンツの取得元となる IMAP サーバー。

	TargetCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	Microsoft Exchange Online メールボックスへのアクセスに使用される特定の資格情報。

	TargetIdentity
	任意
	System.String
	Exchange Online メールボックスの ID。


例
Get-PopMailbox -SourceIdentity user1@contoso.com -SourceServer Server1.com -SourceLoginId user1 -SourcePassword Migration!1
Get-PopMailboxData 

指定されたメールボックスから POP メールボックス データを取得します。
構文
Get-PopMailboxData -TransporterObject <Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject> [-SourceServer <String>] [-EmailEnd <DateTime>] [-TargetIdentity <String>] [-Quiet] [-EmailStart <DateTime>] [-FolderMapFile <String>] [-SourceAdminCredential <PSCredential>] [-AllowUnsecureConnection]
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	AllowUnsecureConnection
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	このパラメーターを指定すると、タスクでは、POP3 メールボックスからメールを取得する際に、非 Secure Sockets Layer (SSL) ポートを介して移行元サーバーに接続できるようになります。

	EmailEnd
	任意
	System.DateTime
	日付に基づいてメールボックスのコンテンツをフィルター処理するための日付範囲の終了日を指定するのに使用されます。

	EmailStart
	任意
	System.DateTime
	日付に基づいてメールボックスのコンテンツをフィルター処理するための日付範囲の開始日を指定するのに使用されます。

	FolderMapFile
	任意
	System.String
	POP フォルダーから Exchange フォルダーへのマッピング情報を含むファイル。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	SourceAdminCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	ユーザー名とパスワードが指定される資格情報オブジェクト。

	SourceIdentity
	必須
	System.String
	移動されているメールボックスの識別、および、そのメールボックスと既存の Exchange Server 2007 メールボックスとの照合に使用される一意な SMTP 電子メール アドレス。

	SourceLoginID
	必須
	System.String
	個々の移行元 POP3 メールボックスのユーザー ログイン ID。

	SourcePassword
	任意
	System.String
	SourceLoginID パラメーターで使用されるユーザー ログイン ID のパスワード。

	SourcePort
	任意
	System.UInt32
	移行元 POP3 サーバーへの接続に使用されるポート。

	SourceRootFolder
	任意
	System.String
	POP3 メールボックスのルートを示すのに使用されます。

	SourceServer
	任意
	System.String
	メールボックスのコンテンツの取得元となる POP3 サーバー。

	TargetIdentity
	任意
	System.String
	メールボックスのコンテンツの挿入先である特定の Exchange メールボックスを示すのに使用される SMTP アドレス。 

	TransporterObject
	必須
	Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject
	Windows PowerShell パイプラインを介して Get-PopMailboxData タスクから Transporter オブジェクトを渡す際に使用されます。


例
$Mail = Get-PopMailboxData -SourceIdentity johnc@contoso.com -SourceServer Server1.com -SourceLoginId johnc -SourcePassword Migration!1 -TargetIdentity jc@contoso.com  
Get-XsActiveDirectoryUser 

指定されたユーザーの Active Directory からディレクトリ オブジェクトを取得します。
構文
Get-XsActiveDirectoryUser -Filter <String> [-Quiet] [-Credential <PSCredential>] [-GlobalCatalog <String>]
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	Credential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	Active Directory に対する認証に使用される資格情報。

	Filter
	必須
	System.String
	指定された基準に基づいてオブジェクトが選択されます。

	GlobalCatalog
	任意
	System.String
	ユーザー情報の照会先となる Active Directory サーバー。

	Identity
	必須
	System.String
	名前、電子メール アドレス、電子メールのニックネーム、GUID、DN、またはログイン ID に基づいて単一のユーザーが選択されます。

	ResultSize
	任意
	Integer
	呼び出しで Active Directory から取得されるエントリの最大数。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。


例
Get-XsActiveDirectoryUser -Identity "Alex"   
GUID、プロキシ、電子メールのニックネーム、UPN、DN、または共通名に "Alex" を使用しているすべてのユーザーのリストを返します。
備考
特に複数ユーザーの場合は、Filter パラメーターを使用して複雑な選択を行う必要があります。
Get-XsExchangeMailboxData 

指定された Microsoft Exchange Server メールボックスからメールボックス データを取得します。
構文
Get-XsExchangeMailboxData -TransporterObject <Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject> [-Credential <PSCredential>] [-ExcludeTask] [-Quiet] [-MaxThreadCount <UInt32>] [-SourceLocation <String>] [-EmailEnd <DateTime>] [-EmailStart <DateTime>] [-ExcludeEmail] [-ExcludeSchedule] [-ExcludeContacts]
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	Credential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	Notes ID ファイルとパスワードで構成される PSH 資格情報オブジェクト。

	EmailEnd
	任意
	System.DateTime
	メールの移行の終了日。

	EmailStart
	任意
	System.DateTime
	メールの移行の開始日。

	ExcludeContacts
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	連絡先アイテムは移行されません。

	ExcludeEmail
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	電子メール アイテムは移行されません。

	ExcludeJournal
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	ジャーナル アイテムは移行されません。

	ExcludeNotes
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	メモ アイテムは移行されません。

	ExcludeSchedule
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	予定表アイテムは移行されません。

	ExcludeTask
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	To Do アイテムは移行されません。

	Identity
	必須
	System.String
	移行元メールボックスの SMTP アドレス。

	MaxThreadCount
	任意
	System.UInt32
	このタスクに割り当てられるスレッドの最大数。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	SourceLocation
	任意
	System.String
	特定の DAV ルートの URL を指定できるようになります。

	TransporterObject
	必須
	Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject
	TransporterObject パラメーターは、メッセージ型の iAlienDataObjects をパイプラインから受け取ります。


例
Get-XsExchangeMailboxData – Identity “JohnC” –AllowUnsecureConnection – GlobalCatalog XYZServer –SourceLocation “http://contoso49/exchange” –Credential $cred  
Move-XsExchangeMailboxToExchangeOnline 

Microsoft Exchange Server から Microsoft Exchange Online へメールボックス データを移行します。
構文
Move-XsExchangeMailboxToExchangeOnline -TransporterObject <Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject> [-GlobalCatalog <String>] [-ExcludeSchedule] [-ExcludeContacts] [-ExcludeEmail] [-SourceLocation <String>] [-ExcludeNotes] [-ExcludeJournal] [-ExcludeTask] [-TargetIdentity <String>] [-EmailEnd <DateTime>] [-EmailStart <DateTime>] -TargetCredential <PSCredential> [-SourceCredential <PSCredential>] [-MaxThreadCount <UInt32>] [-Quiet]
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	EmailEnd
	任意
	System.DateTime
	メールの移行の終了日。

	EmailStart
	任意
	System.DateTime
	メールの移行の開始日。

	ExcludeContacts
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	連絡先アイテムは移行されません。

	ExcludeEmail
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	電子メール アイテムは移行されません。

	ExcludeJournal
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	ジャーナル アイテムは移行されません。

	ExcludeNotes
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	メモ アイテムは移行されません。

	ExcludeSchedule
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	予定表アイテムは移行されません。

	ExcludeTask
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	To Do アイテムは移行されません。

	GlobalCatalog
	任意
	System.String
	Active Directory サーバーが識別されます。

	MaxThreadCount
	任意
	System.UInt32
	このタスクに割り当てられるスレッドの最大数。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	SourceCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	ユーザー名とパスワードが指定される資格情報オブジェクト。

	SourceIdentity
	必須
	System.String
	移行するメールボックスの SMTP アドレス。

	SourceLocation
	任意
	System.String
	移行元メールボックスのルート URL を指定します。

	TargetCredential
	必須
	System.Management.Automation.PSCredential
	Exchange Online メールボックスへのアクセスに使用される特定の資格情報。

	TargetIdentity
	任意
	System.String
	Exchange Online メールボックスの ID。

	TransporterObject
	必須
	Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject
	Windows PowerShell パイプラインを介して Transporter オブジェクトを渡します。


例
Move-XsExchangeMailboxToExchangeOnline – SourceIdentity “JohnC” –AllowUnsecureConnection – GlobalCatalog XYZServer –SourceLocation “http://Contoso49/exchange” –TargetCredential $tcred -SourceCredential $scred  
コメント
メールボックス データ オブジェクトを渡すと、このタスクは Add-XsExchangeOnlineItem のように動作します。
Move-XsImapMailboxToExchangeOnline 

IMAP サーバーから Microsoft Exchange Online へメールボックス データを移行します。
構文
Move-XsIMAPMailboxToExchangeOnline -TransporterObject <Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject> [-TargetMapping <String>] [-TargetCredential <PSCredential>] [-TargetIdentity <String>] [-MaxThreadCount <UInt32>] [-Quiet] [-TargetMode <String>] [-AllowUnsecureConnection] [-SourceAdminCredential <PSCredential>] [-FolderMapFile <String>] [-TargetClientAccessServer <String>] [-EmailEnd <DateTime>] [-EmailStart <DateTime>]
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	AllowUnsecureConnection
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	該当なし。

	EmailEnd
	任意
	System.DateTime
	メールの移行の終了日。

	EmailStart
	任意
	System.DateTime
	メールの移行の開始日。

	FolderMapFile
	任意
	System.String
	該当なし。

	MaxThreadCount
	任意
	System.UInt32
	このタスクに割り当てられるスレッドの最大数。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	SourceAdminCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	ユーザー名とパスワードが指定される資格情報オブジェクト。

	SourceIdentity
	必須
	System.String
	移行するメールボックスの SMTP アドレス。

	SourceLoginID
	任意
	System.String
	個々の移行元 IMAP メールボックスのユーザー ログイン ID。

	SourcePassword
	任意
	System.String
	移行元メールボックスのパスワード。

	SourcePassword
	任意
	System.String
	移行元メールボックスのパスワード。

	SourcePort 
	任意
	System.UInt32
	移行元サーバー上のポート。

	SourceRootFolder
	任意
	System.String
	移行元メールボックスのルート フォルダー。

	SourceServer
	必須
	System.String
	移行元メールボックス サーバー。

	TargetClientAccessServer
	任意
	System.String
	対象の Exchange Client Access サーバー。

	TargetCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	Exchange Online メールボックスへのアクセスに使用される特定の資格情報。

	TargetIdentity
	任意
	System.String
	Exchange Online メールボックスの ID。

	TargetMapping
	任意
	System.String
	該当なし。

	TargetMode
	任意
	System.String
	該当なし。

	TransporterObject
	必須
	Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject

	Windows PowerShell パイプラインを介して Transporter オブジェクトを渡します。


例
$TargetCreds = Get-Credential   # provide target credentials
Move-XsImapMailboxToExchangeOnline -SourceIdentity johnc@contoso.com -SourceServer Server1.com -SourceLoginId user1 -SourcePassword Migration!1 -TargetIdentity jc@contoso.com –TargetCredential $TargetCreds  
Move-XsPopMailboxToExchangeOnline 

POP サーバーから Microsoft Exchange Online へメールボックス データを移行します。
構文
Move-XsPOPMailboxToExchangeOnline -TransporterObject <Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject> [-TargetMapping <String>] [-TargetCredential <PSCredential>] [-TargetIdentity <String>] [-MaxThreadCount <UInt32>] [-Quiet] [-TargetMode <String>] [-AllowUnsecureConnection] [-SourceAdminCredential <PSCredential>] [-FolderMapFile <String>] [-TargetClientAccessServer <String>] [-EmailEnd <DateTime>] [-EmailStart <DateTime>]
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	AllowUnsecureConnection
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	該当なし。

	EmailEnd
	任意
	System.DateTime
	メールの移行の終了日。

	EmailStart
	任意
	System.DateTime
	メールの移行の開始日。

	FolderMapFile
	任意
	System.String
	該当なし。

	MaxThreadCount
	任意
	System.UInt32
	このタスクに割り当てられるスレッドの最大数。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	SourceAdminCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	ユーザー名とパスワードが指定される資格情報オブジェクト。

	SourceIdentity
	必須
	System.String
	移行するメールボックスの SMTP アドレス。

	SourceLoginID
	任意
	System.String
	個々の移行元 POP メールボックスのユーザー ログイン ID。

	SourcePassword
	任意
	System.String
	移行元メールボックスのパスワード。

	SourcePort 
	任意
	System.UInt32
	移行元サーバー上のポート。

	SourceRootFolder
	任意
	System.String
	移行元メールボックスのルート フォルダー。

	SourceServer
	必須
	System.String
	移行元メールボックス サーバー。

	TargetClientAccessServer
	任意
	System.String
	対象の Exchange Client Access サーバー。

	TargetCredential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	対象のメールボックスの資格情報。

	TargetIdentity
	任意
	System.String
	Exchange Online メールボックスの ID。

	TargetMapping
	任意
	System.String
	該当なし。

	TargetMode
	任意
	System.String
	該当なし。

	TransporterObject
	必須
	Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject
	Windows PowerShell パイプラインを介して Transporter オブジェクトを渡します。


例
$TargetCreds = Get-Credential   # provide target credentials
Move-XsPopMailboxToExchangeOnline -SourceIdentity johnc@contoso.com -SourceServer Server1.com -SourceLoginId user1 -SourcePassword Migration!1 -TargetIdentity jc@contoso.com –TargetCredential $TargetCreds
備考
指定された POP サーバーから Exchange Online へ、移行元と移行先の ID を使用してメールボックスを移動します。
Remove-XsExchangeForwardingAddress 

Microsoft Exchange Online へのメール転送を有効にしているユーザーに指定されている可能性のあるメール フォワーダーをすべて削除します。 Exchange Online にメール フォワーダーを追加する方法については、Add-XsExchangeMailForwarder コマンドレットに関する説明を参照してください。
構文
Remove-XsExchangeForwardingAddress -TransporterObject <Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject> [-Confirm] [-WhatIf] [-Credential <PSCredential>] [-Quiet] [-GlobalCatalog <String>]
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	Confirm
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	これはスイッチ パラメーターです。 /Confirm を指定した場合は、タスクを実行する前に確認を行うようユーザーに求めます。 確認は、次の選択肢のいずれかを使用して行われます。 [Y] はい、[A] すべてにはい、[N] いいえ、[L] すべてにいいえ、[S] 中断、[?] ヘルプ (既定値は "Y")。 

	Credential
	任意
	System.Management.Automation.PSCredential
	ローカルの Active Directory へのアクセスに使用される特定の資格情報。

	GlobalCatalog
	任意
	System.String
	ユーザー オブジェクトの検出と更新に使用されるグローバル カタログ。 これを指定しなかった場合、タスクは、同じドメイン内から、更新されるオブジェクトとして、最も似通ったグローバル カタログを見つけ出します。

	Identity
	必須
	System.String
	更新されるユーザー オブジェクトの ID。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	TransporterObject
	必須
	Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject
	Windows PowerShell パイプラインを介して Transporter オブジェクトを渡します。

	WhatIf
	任意
	SwitchParameter
	このパラメーターを指定した場合、実際には操作は行われず、条件が出力されるだけです。


例
Remove-XsExchangeForwardingAddress 
Search-XsMicrosoftOnlineDirectory 

Microsoft Online ディレクトリを検索します。
構文
Search-XsMicrosoftOnlineDirectory -TransporterObject <Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject> [-Quiet] -Credential <PSCredential>
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	Credential
	必須
	System.Management.Automation.PSCredential
	Microsoft Exchange Online へのアクセスに使用される特定の資格情報。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	TransporterObject
	必須
	Microsoft.Exchange.Transporter.IAlienDataObject
	Windows PowerShell パイプラインを介して Transporter オブジェクトを渡します。


例
Search-XsMicrosoftOnlineDirectoryCONC  
Export-TransporterBinary 

この Export-TransporterBinary コマンドレットを使用して、Transporter オブジェクトを .tbin 拡張子の付いたファイルに書き込みます。
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	MaxThreadCount
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	このプロセスに割り当てられるスレッドの最大数。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	TargetFilePath
	任意
	System.String
	TBIN ファイルの生成先ディレクトリの名前。

	TargetFilePrefix
	必須
	System.String
	指定されたプレフィックスの付いた 1 つのファイルを作成します。 既定により、既に存在している名前のファイルには、現在の日付と時刻に基づいて、サフィックスが付けられます。

	TransporterObject
	任意
	System.String
	メッセージ型の iAlienDataObjects をパイプラインから受け取ります。


Import-TransporterBinary 

この Import-TransporterBinary コマンドレットは、Transporter オブジェクト データを TBIN 拡張子が付いたファイルからインポートします。
パラメーター
	パラメーター
	必須/任意
	型
	説明

	MaxThreadCount
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	このプロセスに割り当てられるスレッドの最大数。

	Quiet
	任意
	System.Management.Automation.SwitchParameter
	タスクの実行中にフィードバックが発生しないようにします。

	SourceFileName
	必須
	System.String
	以前に Export-TransporterBinary コマンドレットを使用して作成した、TBIN 拡張子の付いたファイルへのパス。


付録 A:  計画に関するドキュメントのサンプル
計画に関するドキュメントのサンプルは、Microsoft Online Services 移行ツールキットに入っています。このツールキットは、Microsoft ダウンロード センター (http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=b4d668f4-26b0-4b3c-8b13-5e0275948257) からダウンロードできます。
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